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Ⅰ 歯学部の教育目的と特徴 

１  歯学部の教育目的 

歯学部は、良き歯科医療人や優れた研究者を育てることを目的とし、「国民

への高度な歯科医療の提供」と共に「先端的な歯科医療の研究開発」を重視

した人材育成を行っている。さらに、社会のニーズの多様化と国際化が急速

に進む現在、学際的・国際的な人材の育成に努めている。 

２  歯学部の教育内容 

学部教育では、歯科医療に必要な臨床科目、その礎となる基礎科目などを

中心に、歯科医師に必要な「知識」、「技術」、そして医療人としての「態度」

の習得を目指す。 

３  歯学部における教育の特徴 

教育目標に沿って以下のような特徴あるカリキュラムが実行されている。 

１ )能動的自己学習：１年次では問題発見・解決能力の習得、３年次では医療

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 習 得 、 ４ 年 次 で は Evidence-Based Medicine 

(EBM)・プロフェッショナリズムの修得を目指した少人数教育を取り入れて

いる。 

２ )短期留学制度と自由研究演習：３年次では、クォーター制を利用して、歯

学国際交流演習（ODAPUS プログラム）と学部内各研究室又は学外研究施設

に配属される自由研究演習が用意されている。 

３ )モデルコアカリキュラムと歯学系共用試験：全ての専門教育科目は、歯学

教育モデルコアカリキュラムの内容が基本となっており、それに基づき歯

学系共用試験(CBT、 OSCE)が実施されている。 

４ )臨床実習重視：５年次後半より約１年間のクリニカルクラークシップ形態

による診療参加型臨床実習を実施している。患者の十分な配当、厳格な指

導医の資格認定、患者の臨床実習参画の許諾取得、電子ツールを利用した

症例数把握、医科歯科連携、在宅訪問診療など先進的な取組を進めている。 

 

[想定する関係者とその期待] 

想定する関係者は、受験生及びその家族、歯学部生、医療を享受する地域

住民、卒業生の雇用者、歯科医師会等地域歯科医療支援組織、医療行政関係

者、創薬・医療機器開発メーカー、歯学部・歯学系大学院教員である。ほぼ

全ての関係者が、優れた歯科医師の養成を期待している。また、歯科医療支

援組織、医療行政関係者は優れた行政人材を、創薬・医療機器開発メーカー、

歯学部・歯学系大学院教員は優れた研究者を求めていると捉えている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分 析 項 目 Ⅰ 教 育 活 動 の状 況  

観点 教育実施体制 

(観点に係る状況) 

１  教員組織編成や教育体制の工夫とその効果  

１）【教育体制】 歯学部は、歯学科のみからなる６年制学部であり、入学定

員は一般入学 48 名、３年次学士編入学５名である（資料Ⅱ－Ⅰ－１）。歯

学部歯学科の教育は、主として大学院医歯薬学総合研究科と岡山大学病院

に配置された歯学系及び歯科系の専任教員（131 名）が担当している（資

料Ⅱ－Ⅰ－２）。これらの専任教員は、教養教育（資料Ⅱ－Ⅰ－３）及び

専門教育（資料Ⅱ－Ⅰ－４）を担当している。 

２）【教務委員会下部組織】 教務委員会に、カリキュラム検討部会、臨床実

習実施部会、OSCE 部会、国家試験対策部会、チュートリアル検討部会、早

期見学実習検討部会、公募問題作成部会、講義室・実習室利用部会、ODAPUS

実施担当、CBT 対策・実務担当、FD 実施担当などを置き、専門的な対応を

進めている（資料Ⅱ－Ⅰ－５）。 

３）【歯学教育・国際交流推進センター】 学部長の直轄組織として歯学教育・

国際交流推進センターを置き、各種外部資金の獲得や学内外の喫緊の課題

に対応している。 

４）【情報伝達と収集】 歯学部将来構想検討 WG を設け、若手教員に対する

教育・研究活動等の情報伝達と意見収集を行っている（資料Ⅱ－Ⅰ－６）。 

５）【顧問教員制度】 アカデミックアドバイザーとして顧問教員制度を設け、

入学から卒業まで一貫した指導を行っている（資料Ⅱ－Ⅰ－７）。これに

加え、留年生対策として平成 25 年度からは学年主任・副主任制度を併用

している。 

６）【留学生アドバイザー制度】 私費外国人留学生の授業、課外活動等での

問題に対処するため各学年に留学生アドバイザーを設けている。 

 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－１：歯学部歯学科の収容定員と学生現員 
 

年      度  収  容  定  員  学  生  現  員  

平 成 22年 度  

（ Ｈ 22． ５ ． １ 現 在 ）  
350 人  364 人  

平 成 23年 度  

（ Ｈ 23． ５ ． １ 現 在 ）  
343 人  350 人  

平 成 24年 度  

（ Ｈ 24． ５ ． １ 現 在 ）  
336 人  337 人  

平 成 25年 度  

（ Ｈ 25． ５ ． １ 現 在 ）  
329 人  323 人  

平 成 26年 度  

（ Ｈ 26． ５ ． １ 現 在 ）  
322 人  315 人  

平 成 27年 度  

（ Ｈ 27． ５ ． １ 現 在 ）  
315 人  312 人  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  
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資料Ⅱ－Ⅰ－２：大学設置基準に定められた専任教員数及び現員 
 

（ 平 成 27年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  （ 単 位 ： 人 ）  

大 学 設 置 基 準 に 定 め る  

専 任 教 員 数  

現        員  

教   授 准  教  授 講   師 小   計 助   教  計  

75 

※ 教 授・准 教 授・講 師  計 36以 上  

教 授 18以 上  

19 

（２）

14  

（ ２ ）

３  

（ 19）

36 

（ 23）

50 

（ 22）  

86  

（ 45）

（  ）内 は 病 院 籍 で 外 数        （ 出 典：大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 
資料Ⅱ－Ⅰ－３：歯学部教員による教養教育科目 

平 成 27 年 度 開 講 科 目  

科 目 区 分  授 業 科 目  担 当 教 員  部学 期学

個 別 科 目  

（ 情 報 科 学 ）  

情 報 処 理 入 門  

 

高 柴 正 悟  

 

歯  

 

前  

 

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

痛 み の 科 学  

 

宮 脇 卓 也  他

 

歯 他  

 

前  

 

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

学 際 的 研 究 と 臨 床  窪 木 拓 男  他 歯 他  前  

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

成 長 ・ 老 化 の 人 間 学  上 岡  寛  他 歯 他  前  

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

口 の 機 能 と 健 康 管 理  松 尾 龍 二  他 歯 他  前  

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

健 康 と 口 の 病 気  高 柴 正 悟  他 歯 他  後  

主 題 科 目  

（ 健 や か に 生 き る ） 

歯 と 骨 の 科 学  山 本 敏 男  他 歯 他  後  

主 題 科 目  

（ 自 然 と 技 術 ）  

遺 伝 子 工 学 の 新 展 開  大 原 直 也  他 歯 他  後  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）

 

別 表 第 ２ （ 専 門 教 育 科 目 の 単 位 数 及 び 履 修 方 法 等 ）（ 抜 粋 ）  

     区      分     授   業   科   目   単 位 数    必 修  

 選 択 の 別

 

 

 

 専  

 

 門  

 

 教  

 

 育  

 

 科  

 

 目  

 専  

 門  

 基  

 礎  

 科  

 目  

 自 然 科 学  

 か ら 歯 学  

 を 知 る  

 生 物 学 か ら  

 見 た 歯 学  

 細 胞 生 物 学   ２ ． ０     必 修  

 物 理 ・ 化 学  

 か ら 見 た 歯  

 学  

 生 体 材 料 学 １  

 

 １ ． ０     必 修  

 生 体 材 料 学 ２   １ ． ０     必 修  

グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 特

別 コ ー ス  

 グ ロ ー バ ル ス タ デ ィ ズ １（ 医 療

系 ）  

２ ． ０    選 択  

 

 専  

 

 門  

 

 科  

 

 目  

 歯 学 の 研  

 究 と 医 療  

 を 知 る  

 医 療 と 研 究  

 の 原 点  

 早 期 見 学 実 習   ４ ． ０     必 修  

 人 体 の 構  

造 と 機 能  

 細 胞 ・ 組 織  

 の 構 成  

 細 胞 ・ 組 織 学   ２ ． ０     必 修  

 生 体 分 子 の 構 造 ・ 機 能 と 代 謝   ２ ． ０     必 修  

 器 官 系 の 構  

 造  

 神 経 の 構 造   ２ ． ０     必 修  

 頭 頸 部 の 構 造   ２ ． ０     必 修  

 内 臓 の 構 造   １ ． ０     必 修  

 運 動 器 の 構 造 演 習   ０ ． ５     必 修  

（ 出 典 ： 平 成 27年 度 歯 学 部 学 生 便 覧 ）  
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資料Ⅱ－Ⅰ－４：歯学部歯学科の教員組織の構成と専任教員（教授）の配置 

（ 平 成 27年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  （ 単 位 ： 人 ）  

 
学 科 目 名  

口 腔 基 礎  

常 態 学  

口 腔 基 礎  

病 態 学  

口 腔 病 態  

外 科 学  

口 腔 機 能  

再 建 学  

予 防 ・ 発 育

加 齢 歯 科 学

教 授  ４  ３  ４  ４  ４  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－５：歯学部教務委員会組織図 

歯 学 部 教 務 委 員 会  

カ リ キ ュ ラ ム 検 討 部 会 （ 教 務 委 員 長 ）  

臨 床 実 習 実 施 部 会  

そ の 他 の 専 門 部 会  

 

チ ュ ー ト リ ア ル 部 会  

講 義 室 ・ 実 習 室 利 用 部 会  

早 期 見 学 実 習 検 討 部 会  

OSCE 部 会  

公 募 問 題 作 成 部 会  

国 家 試 験 対 策 部 会  

CBT 実 施 担 当  

ODAPUS 担 当  

FD 実 施 担 当  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－６：歯学部将来構想検討 WG 

第 ８ 回  歯 学 部 将 来 構 想 検 討 WG資 料  

（ 平 成 26年 ７ 月 30日 ）  

 

１ ． B&R会 議 の 内 容 （ 大 学 部 局 横 断 教 員 再 配 置 計 画 、 60分 授 業 な ど ） に つ い て   

２ ． 各 部 局 に お け る 加 速 期 間 に お け る 機 能 強 化 等 に 向 け た 取 組 の ま と め （ 大 学 改 革 構 想 ）  

３ ． 課 題 解 決 型 高 度 医 療 人 材 養 成 プ ロ グ ラ ム の 採 択 に つ い て   

４ ． 概 算 要 求 プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 に つ い て   

５ ． サ ク ラ サ イ エ ン ス プ ラ ン の 申 請 に つ い て  

６ ． 新 規 概 算 要 求 申 請 に つ い て  

７ ． 歯 学 部 教 育 改 革 ・ 国 際 交 流 支 援 セ ン タ ー 設 立 に つ い て  

８ ． そ の 他 （ バ イ オ フ ォ ー ラ ム 等 ）  

（ 出 典 ： 岡 山 大 学 歯 学 部 将 来 構 想 検 討 WG資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－７：顧問教員制度 

   入 学 年 度    学 生 番 号      氏   名  備   考  

平 成 22年 度  1～ 30 長  塚   仁  ※ 同 じ 入 学 年 度 を 担

当 す る 顧 問 教 員 は 片

方 の 副 顧 問 教 員 と な

る 。  

31～  皆 木  省 吾  

平 成 23年 度  1～ 30 大 原  直 也  

31～  飯 田  征 二  

平 成 24年 度  1～ 26 佐 々 木  朗  

27～  仲 野  道 代  

平 成 25年 度  1～ 26 松 本  卓 也  

27～  高 柴  正 悟  

平 成 26年 度  1～ 26 鳥 井  康 弘  

27～  上  岡   寛  

平 成 27年 度  1～ 26 久 保 田  聡  

27～  宮 脇  卓 也  

（ 出 典 ： 平 成 27年 度 歯 学 部 学 生 便 覧 ）  
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２  多様な教員の確保の状況とその効果 

１）【女性や外国人教員】 女性教員の割合は約 20.0％（平成 27 年度）、外

国人教員や外国に１年以上留学経験がある教員の割合も 41.2％に達して

いる。 

２）【非常勤講師等】 特殊な授業科目においては、国際医療支援団体職員な

どの非常勤講師を積極的に登用している（資料Ⅱ－Ⅰ－８、－９）。 

３）【臨床教授等】 臨床実習を充実させるため、広く学外から臨床経験の豊

富な歯科医師を臨床教授等として招くとともに、学外実習に引率させてい

る（資料Ⅱ－Ⅰ－10）。  

４）【臨床講師の活用】 平成 25 年度からは在宅介護歯科医療専任臨床講師

を任用し、在宅介護に関する学外臨床実習、臨床研修の先導的なプログラ

ムの開発に取り組んでいる。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－８：歯学部歯学科の学内・学外兼務教員（非常勤講師）数 

（ 単 位 ： 人 ）  

   年  度    学   内      学   外  

平 成 22年 度  109 75 

平 成 23年 度  106 73 

平 成 24年 度  109 75 

平 成 25年 度  112 78 

平 成 26年 度  108 76 

平 成 27年 度  107 80 

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－９：外部連携による授業 

【 平 成 27 年 度 各 分 野 専 門 科 目 】  

連 携 事 例  区 分  担 当 分 野  連 携 組 織 名  備 考  

イ ン プ ラ ン ト

再 生 補 綴 学  
講 義  

イ ン プ ラ ン ト

再 生 補 綴 学  
倉 敷 成 人 病 セ ン タ ー  

歯 科 担 当

部 長  
講 義 の 一 部  

障 害 者 歯 科 学  講 義  

ス ペ シ ャ ル ニ

ー ズ 歯 科 セ ン

タ ー  

医 療 法 人 発 達 歯 科 会  院 長  講 義 の 一 部  

感 染 症 学  講 義  口 腔 微 生 物 学  堺 市 衛 生 研 究 所  所 長  講 義 の 一 部  

発 病 の 病 理 ・

病 態 学  

治 癒 の 病 理 ・

病 態 学  

講 義  口 腔 病 理 学  
医 療 法 人 里 仁 会 興 生

総 合 病 院  
科 長  講 義 の 一 部  

口 腔 疾 患 の 病

理 ・ 病 態 学  

口 腔 腫 瘍 の 病

理 ・ 病 態 学  

講 義  口 腔 病 理 学  

特 定 非 営 利 活 動 法 人

ヘ ル ス サ イ エ ン ス 地

域 国 際 セ ン タ ー  

代 表 理 事  講 義 の 一 部  

小 児 歯 科 学  講 義  小 児 歯 科 学  林 原 歯 科 ク リ ニ ッ ク  院 長  講 義 の 一 部  

生 体 材 料 学  講 義  生 体 材 料 学  
和 田 精 密 歯 研 株 式 会

社  
顧 問  講 義 の 一 部  
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【 平 成 27 年 度 共 通 専 門 科 目 】  

連 携 事 例  区 分  担 当 分 野  連 携 組 織 名  備 考  

臨 床 歯 科 心 理

学  
講 義  教 務 委 員 長  岸 田 歯 科 医 院  院 長  講 義 の 一 部  

地 域 歯 科 医

療 ・ 在 宅 歯 科

医 療  

講 義  教 務 委 員 長  
国 民 健 康 保 険 上 斎 原

歯 科 診 療 所  
所 長  講 義 の 一 部  

早 期 見 学 実 習  講 義  教 務 委 員 長  
国 立 療 養 所  邑 久 光

明 園  
園 長  講 義 の 一 部  

早 期 見 学 実 習  講 義  教 務 委 員 長  社 会 福 祉 法 人 旭 川 荘  
特 別 研 究

員  
講 義 の 一 部  

医 療 安 全 と 医

療 訴 訟  
講 義  教 務 委 員 長  森 脇 法 律 事 務 所  弁 護 士  講 義 の 一 部  

国 際 医 療 貢 献  講 義  教 務 委 員 長  
特 定 非 営 利 活 動 法 人

ア ム ダ （ AMDA）  

プ ロ ジ ェ

ク ト オ フ

ィ サ ー  

講 義 の 一 部  

医 療 と 福 祉  講 義  教 務 委 員 長  

と く な が グ ル ー プ・社

会 福 祉 法 人  桑 の 実

福 祉 会  

顧 問  講 義 の 一 部  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－10：外部連携による授業：臨床教授等 

平 成 27 年 度                     （ 単 位 ： 人 ）  

臨 床 教 授  臨 床 准 教 授  臨 床 講 師  

15 10 22 

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

 

３  入学者選抜方法の工夫とその効果  

１）【多様な入試】  歯学部の入試は、第３年次編入学試験（５名）、推薦入

試（10名）、前期日程試験（30名）、後期日程試験（８名）、私費外国人特別

入試（平成16年より）、国際バカロレア入試（平成26年より）と多様である。

近年入試倍率も上昇し多種多様な人材の獲得に成功した（資料Ⅱ－Ⅰ－11）。 

２）【高大連携等】 有力高校に対する出前講義に加え、学外のプレオープン

スクール、学内のオープンキャンパスを実施した。オープンキャンパスで

は、学部学生による学生生活紹介、学内見学、各種展示などを行った（資

料Ⅱ－Ⅰ－12）。日本学術振興会のひらめき☆ときめきサイエンスプログラ

ムにより、小学生に電子顕微鏡を用いた研究の醍醐味を共有した（別添資

料１）。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－11：志願倍率の推移 

 第 ３ 年 次 編 入 学 試 験  推 薦 入 試  

志 願 者  入 学 者  志 願 倍 率  志 願 者  入 学 者  志 願 倍 率  

平 成 22 年 度    44 人     ５  人     8.8％     20 人     15 人     1.3 ％

平 成 23 年 度  65 ５  13.0 41 10 4.1 

平 成 24 年 度  38 ５   7.6 25 10 2.5 
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平 成 25 年 度  46 ５   9.2 15 10 1.5 

平 成 26 年 度  45 ５   9.0 27 10 2.7 

平 成 27 年 度  41 ５   8.2 21 10 2.1 

 

 前 期 日 程 試 験  後 期 日 程 試 験  

志 願 者  入 学 者  志 願 倍 率  志 願 者  入 学 者  志 願 倍 率  

平 成 22 年 度      80 人     29 人    2.67％      95 人    10 人     9.50％

平 成 23 年 度   82 30 2.73  97 ８  12.13 

平 成 24 年 度  104 30 3.47  91 ８  11.38 

平 成 25 年 度   76 30 2.53  72 ８   9.00 

平 成 26 年 度  151 30 5.70 123 ８  15.38 

平 成 27 年 度  120 30 4.00 109 ８  13.63 

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－12：オープンキャンパス 2015 の内容  

日 時 ： 平 成 27年 ８ 月 ７ 日 （ 金 ）  

   （ 午 前 ） ９ 時 30分 ～ 12時 30分  （ 午 後 ） 14時 00分 ～ 17時 00分  

 ※ 午 前 ・ 午 後 と も 同 じ 内 容 で す 。  

 

会 場 ： 岡 山 市 北 区 鹿 田 町 二 丁 目 ５ 番 １ 号 （ 岡 山 大 学 病 院 （ 歯 科 ） 内 ）  

   歯 学 部 棟 ４ 階 第 一 講 義 室 （ 鹿 田 キ ャ ン パ ス ）  

 

プ ロ グ ラ ム ：  

 午 前 の 部   午 後 の 部     内    容  

9： 00～    13： 30～   受  付  

9： 30～    14： 00～   歯 学 部 長 挨 拶 （ 窪 木 拓 男  歯 学 部 長 ）  

学 部 の 概 要 説 明 （ 窪 木 拓 男  歯 学 部 長 ）  

入 試 に 関 す る 説 明 （ 杉 本 朋 貞  入 試 委 員 会 委 員 長 ）  

学 生 生 活 に つ い て （ 歯 学 部 現 役 学 生 ）  

質 疑 応 答  

10： 50～    15： 20～     病 院 見 学 、 展 示 物 見 学 、 模 擬 授 業 等  

12： 30    17： 00     解 散 、 個 別 相 談  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 
 

４  教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果  

１）【教員評価】 教員個々の活動を活性化するため教員活動評価を行い、そ

の結果を給与や賞与に反映させている。また、任期制が導入され、平成 22

年度より 31 名の再任審査を実施した（資料Ⅱ－Ⅰ－13）。  

２）【同僚による授業評価】 同僚による授業評価（ピアレビュー）（資料Ⅱ

－Ⅰ－14）を実施している。授業担当者とレビューワーとの間で授業改善

の た め の 懇 談 が も た れ 、 歯 学 部 教 務 委 員 会 に そ の 内 容 が 報 告 さ れ て い る

（資料Ⅱ－Ⅰ－15）。  

３）【授業評価と改善】 学生による授業評価アンケートの活用に加え、各教

員 は そ れ ぞ れ の 授 業 の 中 で 学 生 の 意 見 を 取 り 入 れ 授 業 改 善 を 行 っ て い る

（資料Ⅱ－Ⅰ－16）。  

４）【 FD 活動】  歯学部 FD ワークショップ及び FD 講演会を多数開催してい

る（資料Ⅱ－Ⅰ－17）。学外組織が主催する OSCE ワークショップ（資料Ⅱ

－Ⅰ－18）や医療コミュニケーション・ファシリテータ養成セミナー（資

料Ⅱ－Ⅰ－19）にも毎年教員を派遣している。 
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資料Ⅱ－Ⅰ－13：再任審査を受けた教員数 

（ 単 位 ： 人 ）  

年  度  准 教 授  講 師  助 教  合 計   

平 成 22年 度  １  １  ５  ７   

平 成 23年 度  ２  ０  １  ３   

平 成 24年 度  ２  ０  ５  ７   

平 成 25年 度  １  ０  ２  ３   

平 成 26年 度  １  ０  ６  ７   

平 成 27年 度  １  ０  ３  ４   

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－14：同僚による授業評価（ピアレビュー）について  

同 僚 に よ る 授 業 評 価 （ ピ ア レ ビ ュ ー ） 実 施 体 制 に つ い て  

【 基 本 理 念 】  

１ ． ピ ア レ ビ ュ ー と は 、 あ る 授 業 に 対 し 、 同 一 ま た は 近 接 分 野 の 教 員 が 、 実 地 観 察 を も と

に そ の 方 法 、 効 果 を 学 ん で 自 己 の 行 う 授 業 の 質 を 高 め 、 あ る い は 当 該 授 業 の 改 善 点 に つ

い て 意 見 を 伝 え 、 互 い の 授 業 の 質 を 高 め る こ と を 目 的 と し て 行 う 協 力 作 業 の こ と を い

う 。  

２ ． 授 業 の 質 と は 、 履 修 学 生 が 獲 得 す る 知 識 量 の み な ら ず 判 断 力 、 感 性 の 涵 養 、 特 殊 技 能

の 獲 得 量 及 び そ れ ら の 、 学 生 が 学 習 に 費 や す べ き 労 力 に 対 す る 比 、 な ど 多 様 な 内 容 を 含

む 。  

３ ． 実 施 に 当 た っ て は 、 教 員 の 思 想 ・ 信 条 、 知 的 財 産 権 、 人 間 的 感 情 へ の 配 慮 、 並 び に 学

生 の 個 人 情 報 に つ い て の 保 護 に 配 慮 す る 。  

 

【 実 施 体 制 】  

１ ． 実 施 担 当 組 織 ： 歯 学 部 教 務 委 員 会  

２ ． 対 象 授 業 ： 各 年 度 に 教 務 委 員 会 が ２ ～ ３ 科 目 を 選 定 す る 。 選 定 基 準 は 授 業 対 象 学 年 、

ク ォ ー タ ー 別 、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム を 参 考 に す る 。  

３ ． レ ビ ュ ー ワ ー ： レ ビ ュ ー ワ ー と し て 歯 学 部 よ り ２ ～ ３ 人 の 教 員 を 任 ず る 。 当 該 科 目 の

分 野 に 造 詣 の 深 い も の を 教 務 委 員 会 が １ 人 以 上 指 名 す る 。 ま た 講 義 担 当 者 が 候 補 者 を 推

薦 す る こ と も 妨 げ な い 。  

４ ． 評 価  

４ － １ ． 事 前 説 明 ： 担 当 教 員 は 授 業 計 画 説 明 書 を 作 成 し 、 事 前 に レ ビ ュ ー ワ ー に 対 し 説 明

を 行 う 。  

４ － ２ ． 評 価 項 目 ： 評 価 は コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 拠 し た 授 業 が 行 わ れ て い る か に 重 点 を 置

く 。 そ の た め レ ビ ュ ー ワ ー は 、 前 述 の 授 業 計 画 説 明 書 と 当 該 科 目 の シ ラ バ ス を も と に 、

教 材 の 準 備 状 況 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 技 術 等 に つ い て 、 前 年 度 の 学 生 授 業 評 価 ア ン ケ

ー ト 結 果 と 対 応 さ せ な が ら 評 価 す る 。  

４ － ３ ． 結 果 評 価 ： 上 記 の 結 果 に つ い て 、 授 業 担 当 教 員 と の 面 談 を 行 い 、 結 果 報 告 書 を 作

成 す る と 共 に そ れ を 授 業 改 善 の た め の 参 考 と す る 。  

５ ． 報 告 ： 上 記 結 果 報 告 書 は 教 務 委 員 会 が 取 り ま と め 保 管 し 、 必 要 に 応 じ て 全 学 FD委 員 会

に 報 告 す る 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－15：平成 27 年度同僚による授業評価（ピアレビュー）実施の結果

について 

開 講 時 期  対 象 学

年  

授 業 科

目 名  

授 業 担 当 者 ピ ア レ ビ ュ ー 実 施 日  レ ビ ュ ー ワ ー

第 Ⅲ ク ォ ー タ ー  

火 曜 ４ 限  

４ 年 次  生 体 材

料 学 ２  

松 本 卓 也  平 成 27 年 11 月 30 日  久 保 田  聡  

（ 口 腔 生 化 学 ）

川 邉  紀 章  

（ 歯 科 矯 正 学 ）

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  
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資料Ⅱ－Ⅰ－16：教員活動評価 

教 員 活 動 評 価 調 書 の 評 価 項 目  

教 員 の 活 動 評 価 （ 抜 粋 ）  

 

評 価 項 目  

評 価 領 域 ご と の 基 本 的 な 評 価 項 目 は 、次 に 掲 げ る と お り と す る 。評 価 実 施 単 位 ご と に 定 め 、 

特 定 の 評 価 領 域 に 偏 り 過 ぎ な い よ う に す る 。  

 

(1) 教 育  

①  学 部 ・ 大 学 院 教 育 （ 授 業 担 当 科 目 、 論 文 指 導 ）  

②  学 生 に よ る 授 業 評 価  

③  教 育 方 法 の 改 善 等  

④  FDへ の 取 り 組 み  

⑤  教 育 活 動 に 関 す る 受 賞  

⑥  学 生 支 援  

⑦  国 際 共 同 に よ る 教 育  

⑧  外 国 人 留 学 生 の 受 入  

⑨  そ の 他  

（ 出 典 ： 国 立 大 学 法 人 岡 山 大 学 教 員 活 動 評 価 実 施 要 項 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－17： FD 関連各種講演会実施報告書 

  行     事     名      日     時    講     師     名  

講 演 会：共 用 試 験 歯 学 系 CBT問 題 作

成 に つ い て  

平 成 22年 ４ 月 23日 東 京 医 科 歯 科 大 学 准 教 授 ： 大 槻 昌

幸 先 生  

研 修 会：歯 学 系 CBT問 題 作 成 ワ ー ク

シ ョ ッ プ  

平 成 22年 ４ 月 24日 東 京 医 科 歯 科 大 学 准 教 授 ： 大 槻 昌

幸 先 生 、 大 阪 歯 科 大 学 教 授 ： 池 尾

隆 先 生
講 演 会 ： 東 京 歯 科 大 学 に お け る 卒

前 教 育 の 取 り 組 み  

平 成 24年 ９ 月 25日 東 京 歯 科 大 学 歯 科 医 学 教 育 開 発 セ

ン タ ー 歯 科 理 工 学 講 座 教 授 ： 河 田

英 司 先 生  

講 演 会 ： 医 療 人 育 成 の た め の プ ロ

フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム 教 育  

平 成 24年 12月 11日 岐 阜 大 学 医 学 教 育 開 発 研 究 セ ン タ

ー （ MEDC） 教 授 ： 藤 崎 和 彦 先 生  

研 修 会：プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム P

BL教 育  

平 成 25年 ４ 月 16日 広 島 大 学 病 院 歯 系 総 合 診 療 科 教

授 ： 小 川 哲 次 先 生  

講 演 会 ： 将 来 の 歯 科 医 師 養 成 に 必

要 な 視 点 と は 何 か  

平 成 25年 ９ 月 11日

 

東 京 医 科 歯 科 大 学 医 歯 学 融 合 教 育

支 援 セ ン タ ー 准 教 授 ： 鶴 田 潤 先 生

講 演 会 ： 歯 科 医 療 人 育 成 の た め の

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム 教 育 と は  

平 成 26年 １ 月 23日

 

九 州 歯 科 大 学 総 合 診 療 学 分 野 病 院

教 授 ： 木 尾 哲 朗 先 生  

講 演 会 ： 岡 山 大 学 歯 学 部 の 臨 床 教

育 戦 略  

平 成 26 年 ４ 月 27 日 岡 山 大 学 歯 学 部 長 ： 窪 木 拓 男 先 生

講 演 会 ： 在 宅 ・ 訪 問 歯 科 診 療 参 加

型 臨 床 実 習 に お い て 教 育 効 果 を 向

上 さ せ る た め に は  

平 成 26 年 ４ 月 27 日 日 本 歯 科 大 学 附 属 病 院 口 腔 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 科 ： 高 橋 賢 晃 先 生  

 

講 演 会 ： 在 宅 ・ 訪 問 歯 科 診 療 に お

け る 全 身 管 理  

平 成 26 年 ４ 月 27 日 岡 山 大 学 病 院 歯 科 麻 酔 科：前 田 茂 先

生  

シ ン ポ ジ ウ ム ： 在 宅 ・ 訪 問 歯 科 診

療 に お け る 臨 床 実 習 教 育 の 展 望  

平 成 26 年 ４ 月 27 日 岡 山 大 学 歯 学 部 教 務 委 員 会 臨 床

実 習 実 施 部 会 長 ： 宮 脇 卓 也 先 生 、

倉 敷 市 近 藤 歯 科 医 院：近 藤 修 六 先

生 、岡 山 協 立 病 院：吉 冨 達 志 先 生 、

三 豊 総 合 病 院 歯 科 保 健 セ ン タ ー ：

木 村 年 秀 先 生  

講 演 会 ： 再 発 見 ！ 研 究 ノ ー ト の 記

載 方 法  

平 成 26 年 ７ 月 10 日 岡 山 大 学 歯 科 矯 正 学 分 野 教 授：上 岡

寛 先 生  
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講 演 会 ： 歯 科 法 医 学 の 現 状 と 歯 科

法 医 学 教 育 に お け る 課 題  

平 成 26年 ７ 月 15日 警 察 庁 科 学 警 察 研 究 所 法 科 学 第 一

部 生 物 第 三 研 究 室 長：櫻 田 宏 一 先 生

講 演 会 ： 文 部 科 学 省  課 題 解 決 型

高 度 医 療 人 材 養 成 プ ロ グ ラ ム

「 健 康 長 寿 社 会 を 担 う 歯 科 医 学 教

育 改 革 」 に つ い て  

平 成 26年 ９ 月 26日 岡 山 大 学 歯 学 部 長 ： 窪 木 拓 男 先 生

講 演 会 ： 虚 弱 ・ サ ル コ ペ ニ ア 予 防

に お け る 医 科 歯 科 連 携 の 重 要 性  

平 成 26年 ９ 月 26日 東 京 大 学 高 齢 社 会 総 合 研 究 機 構 准

教 授 、東 京 大 学 医 学 部 在 宅 医 療 学 拠

点 運 営 委 員 会 委 員 ： 飯 島 勝 矢 先 生

講 演 会 ： 超 高 齢 社 会 を 見 据 え た 未

来 医 療 予 想 図 ： ～ 今 、 改 め て 医 科

歯 科 連 携 で 何 を 成 し 遂 げ る の か ～  

平 成 26年 ９ 月 27日 昭 和 大 学 歯 学 部：片 岡 竜 太 先 生 、弘

中 祥 司 先 生  

講 演 会 ： 在 宅 歯 科 医 療 学 を 支 え る

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 と 臨 床 講 師

制 度 を 利 用 し た 在 宅 介 護 歯 科 医 療

教 育  

平 成 26年 ９ 月 27日 岡 山 大 学 歯 学 部 教 務 委 員 会 臨 床 実

習 実 施 部 会 長 ： 宮 脇 卓 也 先 生  

講 演 会：地 域 医 療 に お け る「 ヒ ト 」

の 育 成  地 域 全 体 で 育 て 地 域 医 療

マ イ ン ド を 培 う ー 地 域 医 療 人 材 育

成 の 教 員 の 立 場 か ら ー  

平 成 26年 ９ 月 27日 岡 山 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究

科 地 域 医 療 人 材 育 成 講 座：佐 藤 勝 先

生  

講 演 会 ： 高 齢 者 の 歯 と 口 腔 機 能 が

高 齢 長 寿 に 及 ぼ す 影 響  文 理 融 合

型 コ ホ ー ト 研 究 よ り  

平 成 26年 ９ 月 27日 大 阪 大 学 歯 学 部 ： 池 邊 一 典 先 生  

講 演 会 ： 歯 科 法 医 学 の 現 状 と 将 来

展 望  

平 成 27年 １ 月 16日 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学 法 医 学 講 座

講 師 ： 福 井 謙 二 先 生  

シ ン ポ ジ ウ ム ： 在 宅 訪 問 歯 科 診 療

教 育 の 実 践  

平 成 27年 ９ 月 24日 岡 山 大 学 歯 学 部 臨 床 講 師：華 房 英 樹

先 生 、 角 谷 真 一 先 生  

講 演 会 ： プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム

教 育 の ジ レ ン マ  

平 成 27年 11月 11日 日 本 大 学 松 戸 歯 学 部 教 授：伊 藤 孝 訓

先 生  

講 演 会 ： ア メ リ カ の 歯 学 教 育  平 成 27年 11月 25日 米 国・ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド 大 学 歯 学

部 教 授 ： 駒 林 卓 先 生  

ワ ー ク シ ョ ッ プ ： TBLを 学 ぼ う ！  平 成 27年 12月 ５ 日 九 州 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 院 歯 科 医

学教育学分野教授：三木洋一郎先

生 、佐 賀 大 学 医 学 部 地 域 医 療 科 学 教

育 研 究 セ ン タ ー 教 授：小 田 康 友 先 生

講 演 会 ： 歯 学 教 育 認 証 評 価 に つ い

て  

平 成 28年 １ 月 28日 歯 学 教 育 認 証 評 価 検 討 WG座 長：荒 木

孝 二 先 生  

講 演 会 ： 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ

ズ ム 教 育 の ス ト ラ テ ジ ー  

平 成 28年 ２ 月 10日 鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究

科 歯 科 医 学 教 育 実 践 学 分 野 教 授：田

口 則 宏 先 生
講 演 会 ： 岡 山 大 学 歯 学 部 に お け る

在 宅 ・ 歯 科 訪 問 診 療 教 育  

平 成 28年 ３ 月 13日 岡 山 大 学 歯 学 部 教 務 委 員 会 臨 床 実

習 実 施 部 会 長 ： 宮 脇 卓 也 先 生  

岡 山 大 学 歯 学 部 臨 床 講 師：山 本 道 代

先 生 、 土 屋 浩 昭 先 生  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－18： OSCE ワークショップ関連参加者数 

（ 単 位 ： 人 ）  

年  度  人 数  

平 成 22年 度  ８  

平 成 23年 度  ８  

平 成 24年 度  ８  

平 成 25年 度  ８  
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平 成 26年 度  ８  

平 成 27年 度  ７  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－ 19：医療コミュニケーション・ファシリテータ養成セミナー参加

者数 

（ 単 位 ： 人 ）  

年  度  人 数  

平 成 22年 度  １  

平 成 23年 度  １  

平 成 24年 度  １  

平 成 25年 度  １  

平 成 26年 度  １  

平 成 27年 度  １  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

 

５  教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

１）【臨床実習生の資格審査】  歯学系共用試験（ CBT、 OSCE）が実施され、

平成 25 年度より進級判定（65 点以上）に用いられている。また、その成

績を分析して各教員にフィードバックしている（資料Ⅱ－Ⅰ－20）。  

２）【臨床実習指導医の資格審査】 臨床実習の質担保のため、平成 27 年度

から指導医の資格審査を厳格化した（資料Ⅱ－Ⅰ－21）。  

３）【分野別認証評価】 文部科学省が進める分野別認証評価に参画し（資料

Ⅱ－Ⅰ－22）、歯学教育認証評価に関する FD を開催、教員へ受審準備を周

知した。 

４）【国際認証評価】 米国の認証基準である CODA の審査委員を招聘し国際

外部評価を実施するなど、教育方法改善に積極的に取り組んだ（別添資料

２）。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－20：共用試験 

（ 社 ） 共 用 試 験 実 施 評 価 機 構 ウ ェ ブ サ イ ト （ 抜 粋 ）  

医 学 と 歯 学 に お い て は 、臨 床 実 習 開 始 前 に 到 達 し て お く べ き 態 度・技 能・知 識 の レ ベ ル が 、

モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム ： 教 育 内 容 ガ イ ド ラ イ ン と し て 提 示 さ れ て い る 。 共 用 試 験 は 、 こ

の ガ イ ド ラ イ ン に 準 拠 し 、 臨 床 実 習 開 始 前 に 、 １ ） コ ン ピ ュ ー タ ー を 用 い た 客 観 試 験

（ Computer Based Testing、CBT）に よ っ て 知 識 の 総 合 的 理 解 度 を 評 価 し 、２ ）客 観 的 臨 床

能 力 試 験（ Objective Structured Clinical Examination、OSCE）に よ っ て 態 度・基 本 的 臨

床 技 能 を 評 価 す る こ と に よ り 、 一 定 水 準 以 上 の 学 生 を 臨 床 実 習 に 参 加 さ せ る た め に 、 医 学

系 全 80大 学 、 歯 学 系 28大 学 が 協 力 し て 推 進 し て い る 大 学 間 で 共 通 の 評 価 シ ス テ ム で あ る 。  

 

● 平 成 27年 度  共 用 試 験 歯 学 系 CBT実 施 報 告 （ 抜 粋 ）  

(1)実 施 日  平 成 27年 ８ 月 20日 （ 木 曜 日 ）  

(2)実 施 時 間    ブ ロ ッ ク １   9:30～ 10:30 

         ブ ロ ッ ク ２  10:50～ 11:50 

               ブ ロ ッ ク ３  12:50～ 13:50 

               ブ ロ ッ ク ４  14:10～ 15:10 

               ブ ロ ッ ク ５  15:30～ 16:30 

               ブ ロ ッ ク ６  16:50～ 17:50 

               ブ ロ ッ ク ７  17:50～ 18:10 

(3)実 施 会 場  岡 山 大 学 鹿 田 地 区 基 礎 医 学 講 義 実 習 棟 ２ 階  実 習 室  

(4)受 験 学 年  ５ 年 次 生  

(5)受 験 者 数  56人  
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(6)欠 席 者 数   ０ 人  

(7)途 中 棄 権 者 数  ０ 人  

(8)マ ス コ ミ 取 材 の 有 無  無  

 

● 平 成 27年 度  共 用 試 験 歯 学 系 OSCE実 施 報 告 （ 抜 粋 ）  

 実 施 日 ： 平 成 27年 ９ 月 19日 （ 土 曜 日 ）  

 参 加 教 職 員 （ 総 計 121人 ）  

① 本 学 教 職 員 （ 事 務 部 ３ 人 含 む ）： 104人  

② 外 部 教 員 ： ６ 人  

③ SP（ 模 擬 患 者 ）： ９ 人  

 モ ニ タ リ ン グ 委 員 ： ２ 人 （ 朝 日 大 学  住 友 教 授 、 鹿 児 島 大 学  田 口 教 授 ）  

 受 験 学 生 ：  56人 （ ５ 年 次 学 生 ）  

 課 題  1-2．  初 診 患 者 の 医 療 面 接 （ 慢 性 症 状 ）  

    2-1．  口 腔 内 状 態 の 記 録  

    3-1．  浸 潤 麻 酔  

    4-3．  欠 損 補 綴 の 治 療 方 針 の 説 明  

    5-5．  普 通 抜 歯  

    5-6．  フ ッ 化 物 塗 布 の ６ 課 題  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－21：臨床実習指導医の任命条件 

臨 床 実 習 指 導 教 員 の 資 格 と し て 以 下 の ４ 項 目 を 設 け 、 す べ て の 項 目 を 満 た す 者 を 臨 床 実

習 指 導 教 員 と す る 。 な お 、 当 資 格 は 毎 年 推 薦 に 基 づ き 更 新 す る も の と す る 。  

１ ． 各 分 野 教 授 、 ス ペ シ ャ ル ニ ー ズ 歯 科 セ ン タ ー 長 、 医 療 支 援 歯 科 治 療 部 長 、 歯 学 教 育 ・

国 際 交 流 推 進 セ ン タ ー 長 、 教 務 委 員 長 、 歯 科 系 代 表 副 病 院 長 、 ま た は 学 部 長 の 推 薦 が あ

る こ と 。  

２ ．歯 科 医 師 免 許 取 得 後 ４ 年 以 上 の 臨 床 経 験 が あ る 、ま た は １ 年 以 上 の 教 員 歴 が あ る こ と 。 

３ ． 推 薦 時 に お い て 過 去 １ 年 以 内 に 、 １ 回 以 上 、 岡 山 大 学 歯 学 部 が 主 催 す る FDに 参 加 し て

い る こ と 、 ま た は 歯 学 部 教 務 委 員 会 が 認 め る 他 の 講 習 会 に 参 加 し て い る こ と 。  

た だ し 、 初 め て 推 薦 さ れ る 者 は 、 臨 床 実 習 指 導 教 員 に な っ て か ら 当 該 年 度 内 に FDに 参

 加 す る こ と 。  

４ ． 歯 学 部 教 務 委 員 会 に 推 薦 さ れ 、 承 認 さ れ る こ と 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－22：歯学教育認証評価検討WGメンバーへの参画 

平 成 24年 〜 平 成 28年 度  文 部 科 学 省  大 学 改 革 推 進 等 補 助 金 ｢医 学・歯 学 教 育 認 証 制 度 等 の

実 施 ｣事 業  

「 歯 学 教 育 認 証 制 度 等 の 実 施 に 関 す る 調 査 研 究 （ 研 究 代 表 者 ： 荒 木 孝 二 ） 」  

歯 学 教 育 認 証 評 価 検 討 WG メ ン バ ー 所 属 大 学 大 学  名 前  

国 立 大 学  東 北 大 学  高 橋 信 博  

国 立 大 学  東 京 医 科 歯 科 大 学  俣 木 志 朗  

国 立 大 学  東 京 医 科 歯 科 大 学  森 尾 郁 子  

国 立 大 学  大 阪 大 学  村 上 伸 也  

国 立 大 学  岡 山 大 学  窪 木 拓 男  

国 立 大 学  広 島 大 学  高 田  隆  

国 立 大 学  九 州 大 学  平 田 雅 人  

私 立 大 学  北 海 道 医 療 大 学  斎 藤 隆 史  

私 立 大 学  日 本 大 学  中 島 一 郎  

私 立 大 学  日 本 歯 科 大 学  沼 部 幸 博  

私 立 大 学  愛 知 学 院 大 学  荒 木 章 純  

（ 出 典 ： 文 部 科 学 省 資 料 「 分 野 別 認 証 評 価 に 関 す る 取 組 状 況 」）  
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(水準 ) 期待される水準を上回る 

(判断理由 ) 

専任教員数は大学設置基準を満たしており、歯学教育に必要な教員組織を確

保している。各種入試形態を組み合わせて多様な人材の確保に成功している。

従来からの臨床教授等に加え、在宅介護に造詣の深い歯科医師等を臨床講師に

迎えるなど、全国でも先進的な取組は高く評価される。また、学内の積極的な

FD 活動のみならず、共用試験等の外部評価システムに関するワークショップ等

にも参加し、教育方法の改善が図られている。以上から、期待される水準を上

回っていると判断した。 
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観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

１  体系的な教育課程の編成状況 

１）【カリキュラムの体系化】 初年次より早期見学実習を導入し、教養科目、

基礎医学・歯学、人体解剖実習、短期留学・研究室配属、臨床医学・歯学、

臨床実習と、学習段階に配慮した編成としている（資料Ⅱ－Ⅰ－ 23）。デ

ィプロマポリシー（資料Ⅱ－Ⅰ－ 24）、カリキュラムの評価と改変は、教

務委員会のカリキュラム検討部会を中心に実施している。 

２）【モデルコアカリキュラム準拠】 専門科目は、歯学教育モデルコアカリ

キュラム（資料Ⅱ－Ⅰ－25、－ 26）に準拠する科目と、岡山大学歯学部が

独自に策定した科目が含まれる。 

３）【特徴ある科目】 特色ある科目として、問題発見解決型教育、自由研究

演習、短期海外留学 (ODAPUS)、生命倫理学等を開講し、国際化、学際化、

全人的医療を強く推進している（資料Ⅱ－Ⅰ－27）。  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－23：岡山大学歯学部のカリキュラムマップ 

 

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－24：岡山大学歯学部のディプロマポリシー 

● 人 間 性 に 富 む 豊 か な 教 養 【 教 養 】  

 自 然 や 社 会 の 多 様 な 問 題 に 対 し て 関 心 を 持 ち 、 主 体 的 な 問 題 解 決 に 向 け て の 論 理 的 思 考

力 ・ 判 断 力 ・ 創 造 力 を 有 し 、 先 人 の 足 跡 に 学 び 、 人 間 性 や 倫 理 観 に 裏 打 ち さ れ た 豊 か な 教

養 を 身 に つ け て い る 。  

 

● 目 的 に つ な が る 専 門 性 【 専 門 性 】  

医 療 に 対 す る 社 会 の 要 請 な ら び に 歯 科 医 学 の 進 歩 に 主 体 的 に 、 独 創 的 に 対 応 し 、 高 度 な

医 療 福 祉 の 担 い 手 と な り う る 歯 科 医 師 と し て の 専 門 的 知 識・技 能・態 度 を 身 に つ け て い る 。 

 

● 効 果 的 に 活 用 で き る 情 報 力 【 情 報 力 】  

先 端 的 な 歯 科 医 学 、 歯 科 医 療 の 発 展 を 担 う た め の 問 題 発 見 、 情 報 収 集 ・ 分 析 能 力 を 身 に
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付 け る と 共 に 、 成 果 を 効 果 的 に 情 報 発 信 で き る 。  

 

● 時 代 と 社 会 を リ ー ド す る 行 動 力 【 行 動 力 】  

歯 科 医 学 と 歯 科 医 療 技 術 を 基 盤 に 、 地 域 社 会 か ら 国 際 的 な 場 に 至 る ま で の 幅 広 い 領 域 で

行 動 で き る 。  

 

● 生 涯 に 亘 る 自 己 実 現 力 【 自 己 実 現 力 】  

ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 等 に 親 し む こ と を 含 め て 、 自 立 し た 個 人 と し て 日 々 を 享 受 す る 姿 勢

を 一 層 高 め 、生 涯 に 亘 っ て 歯 科 医 療 、歯 科 医 学 を 志 す 者 と し て 自 己 の 成 長 を 追 求 で き る 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－25：歯学教育モデルコアカリキュラム 

歯 学 教 育 モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム  

歯 学 教 育 モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム は 、 歯 学 系 各 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム 作 成 の 参 考 と な る 位

置 付 け を 教 育 内 容 ガ イ ド ラ イ ン と し て 提 示 し た も の で あ る 。 項 目 立 て や 記 載 内 容 は 、 授 業

科 目 名 を 意 味 す る も の で は な く 、履 修 の 順 序 を 示 す も の で は な い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。

具 体 的 な 授 業 科 目 等 の 設 定 、 教 育 手 法 や 履 修 順 序 等 は 各 大 学 の 裁 量 に 委 ね ら れ て い る 。   

モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 示 さ れ た 教 育 内 容 だ け で 歯 学 教 育 が 完 成 す る も の で は な く 、

６ 年 間 の 歯 学 教 育 課 程 の 全 て を 画 一 化 し た コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 履 修 に あ て る こ と は 正 し く

な い 。 お よ そ 従 来 の ６ 割 程 度 の 時 間 数 （ 単 位 数 ） で 、 モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 示 さ れ た

内 容 を 履 修 さ せ る こ と が 妥 当 と 考 え ら れ る 。   

各 大 学 は 、 そ れ ぞ れ の 理 念 等 に 基 づ い て 、 特 色 あ る カ リ キ ュ ラ ム を 設 定 す る こ と が 必 要

で あ り 、 学 生 の 学 習 ニ ー ズ や 将 来 の 進 路 に 合 わ せ て 自 由 に 選 択 で き る カ リ キ ュ ラ ム を 提 供

す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 示 さ れ た 内 容 を 確 実 に 習 得 し た 上

で 、 残 り の ４ 割 程 度 の 時 間 で 、 個 性 あ る 各 大 学 独 自 の 学 習 プ ロ グ ラ ム を 準 備 す る こ と が 必

要 で あ る 。   

（ 出 典：歯 学 教 育 モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム ― 教 育 内 容 ガ イ ド ラ イ ン ― 平 成 22年 度 改 定 版（ モ

デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に 関 す る 連 絡 調 整 委 員 会 ））  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－26：歯学部専門教育科目シラバス 

平 成 27年 度 歯 学 部 専 門 教 育 科 目 シ ラ バ ス （ 抜 粋 ）  

授 業 科 目 ： 機 能 的 咬 合 系 の 成 り 立 ち と 顎 関 節 症 （ 口 腔 顔 面 痛 ）  

授 業 担 当 責 任 者 ： 窪 木 拓 男  

授 業 の 概 要 ： 本 科 目 で は 、 ま ず 顎 口 腔 系 を 構 成 す る 咀 嚼 筋 ・ 顎 関 節 ・ 歯 に つ い て 、 そ の 正

常 構 造 を 解 説 し た 上 で 、 顎 機 能 障 害 の 分 類 、 診 査 法 さ ら に 主 な 治 療 法 に つ い て 最 新 の ト ピ

ッ ク ス を ま じ え な が ら 解 説 す る 。 し か し 、 本 講 義 の 目 標 は 知 識 を 詰 め 込 む の み な ら ず 、 あ

く ま で も 「 顎 機 能 障 害 」 に 関 す る 正 し い 疾 患 概 念 を も つ こ と で あ る 。  

 

学 習 目 標 ：  

一 般 目 標 （ GIO）： 顎 口 腔 機 能 に つ い て 理 解 し 、 顎 機 能 障 害 に 関 す る 基 礎 知 識 を 修 得 す る 。  

行 動 目 標 （ SBOs）  

１ ． 咀 嚼 筋 、 顎 関 節 、 歯 の 顎 口 腔 系 を 構 成 す る 組 織 の 機 能 と 構 造 を 説 明 す る 。   

２ ． 下 顎 運 動 の 基 本 を 説 明 す る 。   

３ ． 咀 嚼 の 意 義 と 制 御 機 構 を 説 明 す る 。   

４ ． 顎 機 能 障 害 の 種 類 と 特 徴 を 説 明 す る 。   

５ ． 顎 機 能 障 害 を 概 説 す る 。  

授 業 計 画 ：  

１  ４ 月 ８ 日  題 目 ： 歯 冠 補 綴 学 総 論  授 業 内 容 ： 顎 口 腔 系 （ １ 咀 嚼 筋 ）  

２  ４ 月 15日  題 目 ： 歯 冠 補 綴 学 総 論  授 業 内 容 ： 顎 口 腔 系 （ ２ 顎 関 節 ）（ ３ 歯 ）  

３  ４ 月 22日  題 目 ： 歯 冠 補 綴 学 総 論  授 業 内 容 ： 下 顎 位 ・ 下 顎 運 動  

教   員 ： 窪 木 拓 男  

成 績 評 価 ： 講 義 出 席 回 数 20点 、 小 テ ス ト 20点 、 筆 記 試 験 60点  

コ ア カ リ キ ュ ラ ム と の 関 連 ： F-２ -(２ ) 頭 頚 部 の 診 察 、 E-２ -４ )-(６ ) 顎 関 節 疾 患  

研 究 活 動 と の 関 連 ： 機 能 的 咬 合 系 ・ 顎 関 節 症 に 関 す る 研 究 を 行 っ て お り 、 顎 機 能 障 害 に 関

す る 本 研 究 科 で の 研 究 成 果 も 含 め 、 講 義 を 行 う 。  

【 学 部 ・ 学 科 DPと の 関 連 割 合 】 教 養 ： 15％ 、 専 門 性 ： 70％ 、 情 報 力 ： 15％   合 計 100％  

（ 出 典 ： 平 成 27年 度 歯 学 部 専 門 教 育 科 目 シ ラ バ ス ）  
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資料Ⅱ－Ⅰ－27：岡山大学歯学部の特色ある専門教育科目について 

平 成 27年 度 自 由 研 究 演 習 （ 研 究 室 配 属 ）・ 歯 学 国 際 交 流 演 習 （ ODAPUS） 報 告 集 （ 抜 粋 ）  

 

報 告 書  フ ィ ニ ス テ ラ エ 大 学 ・ チ リ  

 10月 １ 日 か ら 11月 23日 ま で チ リ の 首 都 サ ン テ ィ ア ゴ に あ る フ ィ ニ ス テ ラ エ 大 学 に 留 学 す

る 機 会 を い た だ い た 。  

 チ リ は 、 西 部 の 太 平 洋 と の 海 岸 線 、 東 部 の ア ン デ ス 山 脈 、 北 部 の ア タ カ マ 砂 漠 に よ っ て

囲 ま れ 、国 土 は 南 北 に 細 長 く 、北 か ら 南 ま で の 総 延 長 は 約 4,630kmに も 及 ぶ 。日 本 同 様 、地

震 の 多 い 国 で あ る 。 首 都 は サ ン テ ィ ア ゴ で あ る 。  

 フ ィ ニ ス テ ラ エ 大 学 は 、 首 都 サ ン テ ィ ア ゴ の 学 術 地 区 プ ロ ビ デ ン シ ア に 位 置 す る 私 立 大

学 で あ る 。 歯 科 、 看 護 、 建 築 、 経 済 、 デ ザ イ ン 学 部 な ど 多 彩 な 学 部 を 持 ち 、 全 学 生 数 は

1,391人 。大 学 の キ ャ ン パ ス は 日 本 に 比 べ る と 大 変 小 さ い が 、個 々 を 尊 重 し 、の び の び と 自

由 に 学 ぶ 学 生 の 姿 が 多 く 見 ら れ た 。  

 今 回 の 留 学 の プ ロ グ ラ ム の 内 容 は 大 学 病 院 の 見 学 と 治 療 の ア シ ス タ ン ト 、 歯 の モ デ ル を

使 っ た 実 習 、 義 歯 や イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 授 業 が 主 だ っ た 。  

 大 学 病 院 は メ イ ン キ ャ ン パ ス の 他 サ ン テ ィ ア ゴ 市 内 に い く つ か 点 在 し て お り 、 私 た ち は

そ の 中 で メ イ ン キ ャ ン パ ス の 小 児 歯 科 、 イ ン プ ラ ン ト 補 綴 学 科 、 さ ら に メ イ ン キ ャ ン パ ス

か ら 車 で 20分 の 少 し 貧 し い 地 域 に あ る マ ク ル ク リ ニ ッ ク で 治 療 の 見 学 と ア シ ス タ ン ト を さ

せ て も ら っ た 。  

 フ ィ ニ ス テ ラ エ 大 学 で は 実 習 が 二 年 次 か ら 三 年 次 に か け て 行 わ れ て お り 、 私 た ち も 週 二

回 そ の 実 習 に 参 加 さ せ て い た だ い た 。 私 た ち が 行 っ た も の は 、 ブ ラ ッ ク の 分 類 に 基 づ く す

べ て の Classに 対 す る 保 存 修 復 の 実 習 で 、現 地 の 学 生 は ア マ ル ガ ム に よ る 修 復 が 主 で あ る た

め そ ち ら を 修 復 に 使 用 し て い た が 、 私 た ち は コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン に よ る 修 復 を 行 っ た 。 日

本 で ま だ 一 度 も こ の よ う な 実 習 を 行 っ て い な か っ た 私 た ち に と っ て 難 し い 点 が た く さ ん あ

っ た が 、 実 習 は 楽 し く 、 今 後 の ス キ ル ア ッ プ に つ な が っ た と 感 じ る 。  

 (続 く ) 

（ 出 典 ： 平 成 27年 度 ODAPUSプ ロ グ ラ ム 、 自 由 研 究 演 習 実 施 報 告 集 ）  

 

 

２  社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

１）【新たな社会ニーズに対応】 医療法学・社会福祉学及び実践歯科医療学

をオムニバス形式で開講している（資料Ⅱ－Ⅰ－28、－ 29）。  

２）【診療参加型臨床実習の充実】 学生１人当たり患者を平均30名配当して

いる。客観的プロセス評価を可能とする電子ログブックの開発を行った。

平成 25年度からは医療人としての態度も評価項目に取り入れ、中間評価、

Post-CC OSCEを導入している（資料Ⅱ－Ⅰ－30）。  

３）【文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラムの採択】 人口の

少子高齢化に伴う社会構造の変化に歯学教育が対応するために、平成26〜

31年度文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラムが、岡山大学

歯学部を拠点校とした全国11大学（北海道大学、金沢大学、大阪大学、岡

山大学、九州大学、長崎大学、鹿児島大学、岩手医科大学、日本大学、昭

和大学、兵庫医科大学）を対象に採択された（別添資料３）。 

４）【卒後臨床研修制度への対応】 平成 17年度の卒業生から卒後臨床研修が

必須化された。研修医のマッチングはほぼ 100％を維持している（資料Ⅱ

－Ⅰ－31）。  

５）【大学院臨床専門医コースの充実】 平成 19年度より、研修医制度を含め

たキャリアパスを整理し、歯学系大学院を国際的な基礎系研究者を養成す

る 一 般 コ ー ス と リ サ ー チ マ イ ン ド に 溢 れ 高 い 臨 床 能 力 を 持 つ 専 門 医 を 養

成する臨床専門医コースに分割し、各々を実質化している。文部科学省 

組 織 的 な 大 学 院 教 育 改 革 推 進 プ ロ グ ラ ム の 採 択 を 得 た 臨 床 専 門 医 コ ー ス

の人気は高く、本中期目標期間中に「臨床専門医コース(歯学系 )」に延べ

173名が入学した（資料Ⅱ－Ⅰ－32）。  
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資料Ⅱ－Ⅰ－28：平成 27 年度医療法学・社会福祉学授業計画 

開  講  日  時 限  授 業 科 目  講 師 名  講 師 所 属 等  

４ 月 13 日（ 月 ） ３  ガ イ ダ ン ス  森 田  学  
岡 山 大 学 歯 学 部  
（ 教 務 委 員 長 ）  

４ 月 14 日（ 火 ） ３  地 域 医 療  佐 藤  勝  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  地 域 医 療 人 育
成 講 座 ・ 教 授  

４ 月 20 日（ 月 ） ２  法 医 学  宮 石  智  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  法 医 学 ・ 教 授

４ 月 21 日（ 月 ） ５  医 療 と 福 祉  武 田 則 昭  
川 崎 医 療 福 祉 大 学  医 療 福
祉 学 部  医 療 福 祉 学 科 ・ 教
授  

４ 月 27 日（ 月 ） ４ 、５  法 歯 科 医 学  高 橋 雅 典  
東 邦 大 学  医 学 部  法 医
学 ・ 教 授  

５ 月 11 日（ 月 ） ３  
国 際 医 療 ボ ラ ン
テ ィ ア  

高 柴 正 悟  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  歯 周 病 態 学 ・
教 授  

５ 月 11 日（ 月 ） ４  
地 域 歯 科 医 療・在
宅 歯 科 医 療  

澤 田 弘 一  
鏡 野 町 国 民 健 康 保 険 上 斎
原 歯 科 診 療 所 ・ 所 長  

５ 月 18 日（ 月 ） 
 

１  
医 事 法 制・医 療 倫
理  

粟 屋  剛  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  生 命 倫 理 学 ・
教 授  

５ 月 18 日（ 月 ） ２  法 医 学  宮 石  智  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  法 医 学 ・ 教 授

５ 月 18 日（ 月 ） ３  
医 事 法 制・医 療 倫
理  

粟 屋  剛  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  生 命 倫 理 学 ・
教 授  

５ 月 18 日（ 月 ） ４  
医 療 政 策・医 療 経
済 学  

浜 田  淳  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  医 療 政 策 ・ 医
療 経 済 学 ・ 教 授  

５ 月 18 日（ 月 ） ５  女 性 と 医 療  片 岡 仁 美  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  地 域 医 療 人 育
成 講 座 ・ 教 授  

５ 月 25 日（ 月 ） ３  心 身 医 学  大 西  勝  
岡 山 大 学  保 健 管 理 セ ン タ
ー ・ 教 授  

５ 月 25 日（ 月 ） ４  成 人・高 齢 者 保 健 岡 本 玲 子  
岡 山 大 学  大 学 院 保 健 学 研
究 科  看 護 学 ・ 教 授  

５ 月 25 日（ 月 ） ５  国 際 医 療 貢 献  成 澤 貴 子  AMDA 理 事 長  

（ 出 典  平 成 27 歯 学 部 専 門 教 育 科 目 シ ラ バ ス ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－29：平成 27 年度実践歯科医療学授業計画 

開  講  日  時 限 授 業 科 目  講 師 名  講 師 所 属 等  

４ 月 28 日（ 火 ） ５  ガ イ ダ ン ス  宮 脇 卓 也  
岡 山 大 学 歯 学 部  
（ 臨 床 実 習 実 施 部 会 長 ）  

４ 月 30 日（ 木 ） ５  チ ー ム 医 療  曽 我 賢 彦  
岡 山 大 学 病 院  医 療 支 援 歯
科 治 療 部  准 教 授  

５ 月 ７ 日 （ 木 ） ５  臨 床 歯 科 心 理 学  岸 田 脩 作  岸 田 歯 科 医 院  院 長  

５ 月 14 日（ 木 ） ５  
医 療 安 全 と 医 療 訴
訟  

森 脇  正  森 脇 法 律 事 務 所  弁 護 士  

５ 月 20 日（ 水 ） ５  患 者 の 心 理  中 島 弘 徳  岡 山 理 科 大 学  理 学 部 教 授

５ 月 21 日（ 木 ） ５  臨 床 薬 剤 学  千 堂 年 昭  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  臨 床 薬 剤 学  
教 授  
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５ 月 27 日（ 水 ） ５  医 療 安 全 の 実 践  前 川 珠 木  
岡 山 大 学 病 院  医 療 安 全 管
理 部  看 護 部 長  

５ 月 28 日（ 木 ） ５  災 害 時 救 急 医 療  氏 家 良 人  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  救 急 医 学 教 授

６ 月 １ 日 （ 月 ） ５  災 害 時 チ ー ム 医 療  名 倉 弘 哲  
岡 山 大 学  大 学 院 医 歯 薬 学
総 合 研 究 科  救 急 薬 学 教 授

（ 出 典  平 成 27 年 度 歯 学 部 専 門 教 育 科 目 シ ラ バ ス ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－30：臨床実習実施部会活動  

平 成 26～ 27年 度 第 ９ 回 臨 床 実 習 実 施 部 会 議 事 録 （ 抜 粋 ）  

日 時 ： 平 成 27年 ６ 月 ３ 日 (水 )  

場 所 ： 歯 学 部 ２ 階 カ ン フ ァ レ ン ス ル ー ム  

 

報 告 事 項  

１ ． 第 ８ 回  臨 床 実 習 実 施 部 会 議 事 録 に つ い て （ 資 料 １ ）  

・ 副 部 会 長 よ り 資 料 １ に 基 づ き 報 告 が な さ れ た 。  

２ ． 学 生 ミ ー テ ィ ン グ に つ い て （ 資 料 ２ ）  

・ 副 部 会 長 よ り 資 料 ２ に 基 づ き 報 告 が な さ れ た 。  

３ ． ５ 月 の 学 生 の 動 向 （ 別 途 資 料 ）  

・ 副 部 会 長 よ り 別 途 資 料 に 基 づ き 報 告 が な さ れ た 。  

４ ． 超 音 波 ス ケ ー ラ ー の 取 り 扱 い に つ い て  

・ 歯 科 衛 生 士 よ り 研 修 医 と 一 診 学 生 で 完 全 に 分 け て 器 材 当 番 が チ ッ プ を 数 え る よ う に し て

か ら 紛 失 は 減 少 し 、 ま た 同 じ く レ ン チ も 研 修 医 と 分 け て 赤 テ ー プ を 付 け て 分 別 す る こ

と 、 教 員 が 引 き 続 き ス ケ ー ラ ー チ ッ プ を 外 す こ と を 徹 底 し て 欲 し い こ と を 呼 び か け た 。 

５ ． 学 生 退 出 シ ス テ ム の 運 用 に つ い て （ 資 料 ３ ）  

・ 副 部 会 長 よ り 資 料 ３ に 基 づ き 報 告 が な さ れ た 。  

６ ． ア ン ケ ー ト 調 査 実 施 に つ い て （ 回 覧 資 料 ）  

・ 例 年 の よ う に 学 生 に 一 診 各 科 に 対 し て ア ン ケ ー ト を 行 い そ の 結 果 を 回 覧 し た 。 当 資 料 は

後 日 フ ァ イ ル と し て 各 委 員 に 送 付 し そ の フ ィ ー ド バ ッ ク の 回 答 ６ 月 26日 ま で に 副 部 会

長 あ て に 提 出 す る こ と と な っ た 。  

７ ． そ の 他  

・ 歯 科 衛 生 士 よ り バ ー や コ ン タ ク ト ゲ ー ジ が 多 数 紛 失 し て い る こ と で 、 指 導 教 員 も 注 意 し

て 欲 し い と の 呼 び か け が あ っ た 。  

・ 歯 科 衛 生 士 よ り 鹿 田 地 区 で の 学 外 実 習 は 報 告 書 が 不 要 と い う 見 解 が あ る が 報 告 書 が 無 い

と 、学 生 の 所 在 の 確 認 が で き な い た め そ の 対 策 に つ い て 担 当 指 導 教 員 よ り 担 当 者 に 確 認

し て い た だ く こ と に な っ た 。  

 

審 議 事 項  

１ ． 例 年 よ り も 器 具 刺 し 、 特 に ス ケ ー ラ ー で の 器 具 刺 し が 多 く 、 そ の 対 策 に つ い て 審 議 を

行 っ た 。部 会 長 よ り ス ケ ー ラ ー 用 の 器 具 刺 し 防 止 用 の キ ャ ッ プ の 数 が 無 い こ と よ り 、診

療 中 の ス ケ ー ラ ー チ ッ プ で の 器 具 刺 し に つ い て 問 い か け た が 、三 浦 歯 科 衛 生 士 よ り 診 療

終 了 後 に ス ケ ー ラ ー や バ ー で 刺 す こ と が 多 い と の 報 告 が あ っ た 。 こ の た め 部 会 長 よ り 、

従 来 か ら 決 ま っ て い る よ う に 、ま ず は 、バ ー は 診 療 終 了 後 に 学 生 が タ ー ビ ン 、ハ ン ド ピ

ー ス ま た は コ ン ト ラ か ら 必 ず 外 す こ と 、ス ケ ー ラ ー に つ い て は 指 導 教 員 が 必 ず 外 す こ と

を 徹 底 す る よ う 指 示 が あ っ た 。  

２ ． 臨 床 実 習 ・ 予 備 実 習 要 項 編 集 改 訂 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル 分 担 に つ い て （ 別 紙 ）  

・ 上 記 に つ い て 部 会 長 よ り 説 明 が あ っ た 。  

３ ． タ ブ レ ッ ト 端 末 の 活 用 に 関 し て （ 資 料 ４ ）  

・ 副 部 会 長 が 学 生 の タ ブ レ ッ ト 端 末 に 対 す る 希 望 の 集 計 を 説 明 し た 。 ま た 部 会 長 よ り 、 タ

ブ レ ッ ト を マ ス カ ッ ト の 端 末 に つ な げ る こ と や 、患 者 情 報 を 入 れ る こ と は 不 可 で あ る こ

と が 説 明 さ れ た 。  

・ 委 員 よ り 「 学 生 を 呼 び 出 す の に 使 用 し た い 」、「 国 家 試 験 の 過 去 問 を 入 れ た い 」、「 特 別 講

義 の 資 料 を 入 れ た い 」、「 臨 床 実 習 マ ニ ュ ア ル を 入 れ た い 」、 学 生 よ り 「 指 導 教 員 の 居 場

所 が わ か る よ う に し て ほ し い 」等 の 意 見 が 出 た が 各 科 で 持 ち 帰 っ て 検 討 す る こ と に な っ

た 。  

４ ． そ の 他  

・委 員 よ り 医 療 支 援 部 が「 ～ 学 」で 入 力 す る こ と を シ ス テ ム 支 援 係 に 問 い 合 わ せ た と こ ろ 、

大 き な 経 済 的 な 負 担 が か か る た め 、 シ ス テ ム の 更 新 が あ る 時 に 申 請 す る こ と に な っ た 。 



岡山大学歯学部 分析項目Ⅰ 

- 7 - 20 - 

・委 員 よ り 医 療 支 援 部 の 研 修 項 目 に つ い て の 案 が 示 さ れ た が（ 別 紙 あ り ）、再 検 討 し て い た

だ く こ と に な っ た 。  

・ 部 会 長 よ り 、 予 診 室 に お い て の 指 導 教 官 よ り 説 明 を 行 う 同 意 書 の 件 に つ い て は 、 ７ 月 を

目 処 に 開 始 す る 予 定 で あ る と 報 告 が あ っ た 。  

・ 部 会 長 よ り 、 咬 合 義 歯 科 専 用 の チ ェ ア ー を 総 合 歯 科 に 配 置 す る 件 は 保 留 に な っ た こ と が

報 告 さ れ た 。  

・ 委 員 が 来 年 度 よ り 60分 授 業 に な り 、 ７ 月 末 に OSCEが 行 わ れ る 可 能 性 を 説 明 し 、 第 二 ク ォ

ー タ ー に 臨 床 予 備 実 習 が 入 る こ と が ほ ぼ 決 定 で あ る こ と が 説 明 さ れ 、各 科 で 臨 床 予 備 実

習 の 内 容 を 検 討 し て も ら い 、臨 床 実 施 マ ニ ュ ア ル に こ の 件 を い れ な け れ ば な ら な い こ と

が 再 確 認 さ れ た 。  

（ 出 典  歯 学 部 教 務 委 員 会 資 料 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－31：研修医マッチングプログラム  

歯 科 医 師 臨 床 研 修 マ ッ チ ン グ プ ロ グ ラ ム  

 歯 科 医 師 臨 床 研 修 マ ッ チ ン グ プ ロ グ ラ ム （ 以 下 、 歯 科 マ ッ チ ン グ ） と は 、 歯 科 医 師 免 許

を 得 て 歯 科 医 師 臨 床 研 修 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 、 研 修 希 望 者 ） と 、 歯 学 若 し く は 医 学

を 履 修 す る 課 程 を 置 く 大 学 に 附 属 す る 病 院（ 歯 科 医 業 を 行 わ な い も の を 除 き ま す 。）又 は 厚

生 労 働 大 臣 の 指 定 す る 病 院 若 し く は 診 療 所 （ 以 下 、 研 修 施 設 ） の 研 修 プ ロ グ ラ ム を 、 研 修

希 望 者 及 び 研 修 施 設 の 希 望 を 踏 ま え て 、 一 定 の 規 則 （ ア ル ゴ リ ズ ム ） に 従 っ て 、 コ ン ピ ュ

ー タ に よ り 組 合 せ を 決 定 す る シ ス テ ム で す 。  

（ 出 典 ： 歯 科 医 師 臨 床 研 修 マ ッ チ ン グ 協 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－32：研修医制度と大学院を結んだキャリアデザインセミナー  

「 歯 科 医 療 人 と し て の キ ャ リ ア デ ザ イ ン セ ミ ナ ー ― 歯 学 研 究 者・専 門 医 の た め の 大 学 院 進

学 説 明 会 ― 」  

 

日   時  平 成 27年 ６ 月 ３ 日 （ 水 ）  16： 30～  

場   所  第 ２ 講 義 室  

内   容  

 研 修 歯 科 医 に よ る 歯 科 医 療 人 と し て の 将 来 の キ ャ リ ア デ ザ イ ン を 支 援 す る た め 、歯 学 研

究 者 あ る い は 専 門 歯 科 医 師 と し て の キ ャ リ ア パ ス に つ い て 各 分 野 の 研 究 内 容 等 を 提 示 し 、

進 路 検 討 の 機 会 と す る 。特 に 、こ の セ ミ ナ ー で は 、国 際 レ ベ ル の 基 礎 研 究 者 を 目 指 す 大 学

院 一 般 コ ー ス へ の 進 学 の 説 明 の み な ら ず 、臨 床 研 修 医 前 期 、臨 床 研 修 医 後 期 、大 学 院 臨 床

専 門 医 コ ー ス を 繋 い だ 臨 床 専 門 医 を 目 指 し た キ ャ リ ア パ ス の 説 明 に 力 を 注 い で い る 。  

 大 学 院 の 授 業 料 、 単 位 、 修 了 要 件 、 奨 学 金 、 図 書 館 の 利 用 法 、 各 専 攻 分 野 の 研 究 内 容 、

社 会 人 が 入 学 す る 場 合 の 注 意 点 等 に つ い て 説 明 し た 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

 

３  国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

１）【クォーター制の採用】 クォーター制により、３年次第３クォーターに

おいては、２か月間以上にも渡る自由研究演習、短期海外留学を可能とし

ている（資料Ⅱ－Ⅰ－33）。  

２）【短期留学制度の双方向化】 短期海外留学制度(ODAPUS)を、平成 25 年

度からは双方向プログラムとした（平成 27 年度：派遣 16 名、受入れ 20

名）。  

３）【英語授業シリーズ】 短期留学制度(ODAPUS for foreign universities)

に対応して、英語授業シリーズ（90 分×15 回）を平成 26 年度から開講し

た。 

４）【国際シンポジウム】 海外有名校から歯学部長クラスの要人を招聘し、

岡山医療教育研究国際シンポジウムを開催した（平成 25 年９月、別添資

料４）。また、岡山分子イメージング高度専門人材育成事業の一貫として、

International Symposium on Bio-imaging and Gene Targeting Sciences 

in Okayama を開催した（平成 27 年２月、別添資料５）。 
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５）【部局間、大学間交流協定の締結】 積極的に部局間交流協定や大学間交

流協定の締結を行った（平成 27 年度末、部局間交流協定 22 件、大学間交

流協定５件）。 

６）【外部資金の獲得】 海外派遣、受入れともに、日本学生支援機構の海外

留学支援制度、岡山大学機能強化戦略経費、JST さくらサイエンスプラン

等により支援を頂き、推進されている（資料Ⅱ－Ⅰ－34）。  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－33：クォーター制の採用 

平 成 27年 度 歯 学 部 学 生 便 覧  

歯 学 部 規 程 （ 抜 粋 ）  

 

（ 専 門 教 育 科 目 の 学 期 ）  

第 ９ 条  専 門 教 育 科 目 の 学 期 は 、 学 則 第 35条 に 規 定 す る 前 期 を 第 １ 期 及 び 第 ２ 期 、 後 期 を

第 ３ 期 及 び 第 ４ 期 に 分 割 す る 。 な お 、 そ れ ぞ れ の 期 間 は 、 次 の と お り と す る 。  

  第 １ 期 ４ 月 １ 日 か ら ５ 月 31日 ま で  

  第 ２ 期 ６ 月 １ 日 か ら ９ 月 30日 ま で  

  第 ３ 期 10月 １ 日 か ら 11月 30日 ま で  

  第 ４ 期 12月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 31日 ま で  

（ 出 典 ： 平 成 27度 歯 学 部 学 生 便 覧 ）  

 

資料Ⅱ－Ⅰ－34：外部資金の獲得状況について 

国 際 交 流 （ 短 期 ） に 関 わ る 外 部 資 金 の 獲 得 状 況 （ 平 成 27年 度 ）  

平 成 27年 度 は 、 岡 山 大 学 歯 学 部 生 の 短 期 派 遣 は 16名 、 海 外 の 連 携 校 か ら の 歯 学 部 生 受 入 れ

は 、 20名 。 以 下 は 、 岡 山 大 学 歯 学 部 に 採 択 さ れ た 外 部 資 金 の リ ス ト を 示 す 。 私 費 で の 受 入

れ が あ る た め 、 こ れ ら に 示 さ れ た 人 数 と 実 際 の 交 流 人 数 は 必 ず し も 一 致 し な い 。  

 

● 日 本 学 生 支 援 機 構  海 外 留 学 支 援 制 度  (協 定 派 遣  短 期 研 修 ・ 研 究 型 ) 

 プ ロ グ ラ ム 番 号 ： HTK1515301003 

 事 業 名 ：  国 際 的 医 療 人 や 研 究 者 を 養 成 す る た め の 歯 学 国 際 交 流 演 習  

 配 分 額 ：  2,100千 円  (10人 、 30か 月 ) 

 派 遣 先 ：  チ リ  フ ィ ニ ス テ ラ エ 大 学  歯 学 部 生 ２ 名  

ブ ラ ジ ル  サ ン パ ウ ロ 大 学  歯 学 部 生 ２ 名  

豪 州  チ ャ ー ル ズ ・ ス タ ー ト 大 学  歯 学 部 生 １ 名  

台 湾  台 北 医 学 大 学  歯 学 部 生 ４ 名  

タ イ  マ ヒ ド ン 大 学  歯 学 部 生 １ 名  

 

● 大 学 機 能 強 化 戦 略 経 費  テ ー マ ： ４ −２  学 生 交 流 の 推 進  

 事 業 名 ：  ク ォ ー タ ー 制 を 利 用 し た 歯 学 部 国 際 交 流 事 業 の 推 進 と 世 界 展 開  

 申 請 額 ：  4,920千 円  

 配 分 額 ：  500千 円  

 派 遣 先 ：  米 国  オ ハ イ オ 州 立 大 学  歯 学 部 生 ２ 名 （ １ 名 は 支 給 せ ず ）  

 受け入れ ：  ブ ラ ジ ル  サ ン パ ウ ロ 大 学  歯 学 部 生 ６ 名 （ ２ 名 は 支 給 せ ず ）  

 

● 大 学 機 能 強 化 戦 略 経 費  テ ー マ ： ４ −１  学 術 交 流 の 推 進  

 事 業 名 ：  南 米 か ら の 留 学 生 及 び 外 国 人 教 員 獲 得 の た め の 取 組  

 申 請 額 ：  3,000千 円  

 配 分 額 ：  500千 円  

 

● 大 学 機 能 強 化 戦 略 経 費  テ ー マ ： ４ −３  グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 支 援  

 事 業 名 ：  ハ イ フ ォ ン 医 科 薬 科 大 学 国 際 歯 科 セ ン タ ー を 中 心 と し た 医 療 系 連 携 大 学 院 構

想  

 申 請 額 ：  3,000千 円  

 配 分 額 ：  1,000千 円  

 派 遣 先 ：  ベ ト ナ ム  ハ イ フ ォ ン 医 科 薬 科 大 学  歯 学 部 生 ３ 名  

 受 入 れ  ：  ベ ト ナ ム  ハ イ フ ォ ン 医 科 薬 科 大 学  歯 学 部 生 ３ 名  

 

● 岡 山 大 学 国 際 共 同 プ ロ グ ラ ム 等 形 成 事 業  
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 事 業 名 ：  米 国 オ ハ イ オ 州 立 大 学 歯 学 部 と の 部 局 間 交 流 協 定 に 基 づ く 歯 学 生 相 互 交 流 プ

ロ グ ラ ム 、 オ ラ ン ダ ACTAと の 部 局 間 交 流 協 定 に 基 づ く 歯 学 生 相 互 交 流 プ ロ グ

ラ ム  

 助成金額 ：  400千 円  

 

● JST さ く ら サ イ エ ン ス プ ラ ン  

 受 付 番 号 ：  E20150615129 

 事 業 名 ：  ベ ト ナ ム 北 部 医 療 系 大 学 の 教 員 を 対 象 に し た 日 本 の 最 先 端 歯 学 研 究 や 臨 床 見

学 を 高 密 度 に パ ッ ケ ー ジ 化 し た 短 期 留 学 体 験  

 申 請 額 ：  1,524千 円  

 配 分 額 ：  1,524千 円  

 

● JST さ く ら サ イ エ ン ス プ ラ ン  

 受 付 番 号 ：  E20151026060 

 事 業 名 ：  イ ン ド ネ シ ア ・ ハ サ ヌ デ ィ ン 大 学 の 教 員 を 対 象 と す る 日 本 の 最 先 端 歯 学 研 究

及 び 臨 床 技 術 の 体 験 プ ロ グ ラ ム  

 申 請 額 ：  894千 円  

 配 分 額 ：  760千 円  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

 

 

４  養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

１）【研究室配属】 ３年次第３クォーターにおいては、２か月間以上にも渡

る自由研究演習を可能としている。学内の研究分野に滞在し、研究の体験

ができる。また、優れた学生には、Student Clinician Research Program

で発表させた。 

２）【連携大学院協定の締結】 上記制度で学生を国内に２カ所派遣すること

を可能とするために、国立感染症研究所と国立長寿医療研究センターと連

携大学院協定を締結している。 

 

 

 

５  学生の主体的な学習を促すための取組 

１）【問題発見解決型教育】 新入生の問題発見解決能力を育てるため、１年

次から問題発見解決型チュートリアル（PBL）教育を実施している。また、

３年次には、医療コミュニケーション教育に関するPBL教育、４年次には、

プロフェッショナリズム教育、 Evidence-Based Medicineに立脚した治療

方針の決定と患者説明に関するPBL教育を行っている（別添資料６）。 

２）【 ICTを利用したアクティブラーニング】  アクティブラーニングを可能

とするウェブクラスやフリッカーなどを利用した授業が行われている。最

近では、教務委員会主導で、チーム基盤型学習（ TBL）を導入し、学生の

自学自習を促している。また、臨床実習ではウェアラブル端末を用いた動

画資料の閲覧が可能となっている。 

３）【臨床実習におけるクリニカルクラークシップの実施】 患者、実習生１

名、担当教員１名がタッグを組んで臨床教育に当たっている。本学習には

事前学習が必須であり、究極のアクティブラーニングと言える。 

 

 

 

(水準 ) 期待される水準を上回る 
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(判断理由 ) 

教育課程は歯学教育モデルコアカリキュラムに基づき体系的に編成されてお

り、知識・技能・態度をバランス良く身に付けられるよう考えられている。加

えて、プロフェッショナリズムや生命倫理、死生学など、臨床医に欠くべから

ざる能力が最新の概念に基づき教育されている。さらに、先進的な双方向短期

留学制度、自由研究演習（研究室配属）、チュートリアル教育、チーム基盤型学

習等、歯学部独自の先進的な教育プログラムが準備され、学生の国際感覚の涵

養や、問題発見解決能力の育成に貢献している。 

以上から、期待される水準を上回っていると判断した。 
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分 析 項 目 Ⅱ 教 育 成 果 の状 況  

観点 学業の成果  

(観 点 に 係 る 状 況 ) 

１  履 修 ・ 修 了 状 況 か ら 判 断 さ れ る 学 習 成 果 の 状 況  

１ ）【 歯 学 系 共 用 試 験 の 成 績 】 臨 床 実 習 の た め の 資 格 試 験 で あ る 歯 学 共 用 試

験 (CBT、OSCE)の 成 績 は 、全 国 レ ベ ル か ら 見 て 高 い 水 準 に あ る（ 資 料 Ⅱ － Ⅱ

－ １ ）。  

２ ）【 低 い 留 年 率 】 平 成 27 年 度 に お け る 留 年・休 学 者 の 割 合 は 、9.3％ と 低

い（ 全 国 29 校 中 低 い 方 か ら ４ 位 、文 部 科 学 省 医 学 教 育 課 調 べ ）。こ の 結 果 、

標 準 修 業 年 限 以 内 で 国 家 試 験 に 合 格 す る 率 は 、 全 国 で も ト ッ プ ク ラ ス で あ

る 。  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － １ ： CBT、 OSCE成 績  
１ ）  CBT成 績  

年   度  受  験  者  合  格  者  不 合 格 者  

平 成 22年 度  ５ 年 次 生  58人  58人  ０ 人  

平 成 23年 度  ５ 年 次 生  65人  65人  ０ 人  

平 成 24年 度  ５ 年 次 生  56人  56人  ０ 人  

平 成 25年 度  ５ 年 次 生  52人  50人  ２ 人  

平 成 26年 度  ５ 年 次 生  57人  54人  ３ 人  

平 成 27年 度  ５ 年 次 生  56人  55人  １ 人  

※ 平 成 25年 度 か ら 合 格 点 を 60点 か ら 65点 に 引 き 上 げ て い る 。  

 

２ ）  OSCE成 績  

年   度  受  験  者  合  格  者  不 合 格 者  

平 成 22年 度  ５ 年 次 生  58人  58人  ０ 人  

平 成 23年 度  ５ 年 次 生  65人  65人  ０ 人  

平 成 24年 度  ５ 年 次 生  56人  56人  ０ 人  

平 成 25年 度  ５ 年 次 生  52人  50人  ２ 人  

平 成 26年 度  ５ 年 次 生  57人  54人  ３ 人  

平 成 27年 度  ５ 年 次 生  56人  55人  １ 人  

※ 平 成 25～ 2 7年 度 の 不 合 格 者 は 、 CB T不 合 格 に よ り OS C Eを 受 験 で き な か っ た 者 で あ る 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

 

 

２  資 格 取 得 状 況 、 学 生 が 受 け た 様 々 な 賞 の 状 況 か ら 判 断 さ れ る 学 習 成 果  

１ ）【 歯 科 医 師 国 家 試 験 の 合 格 状 況 】 ５ 年 生 第 ４ 期 か ら 行 っ て い る 復 習 科 目 、

面 接 等 に よ り 、国 家 試 験 の 合 格 率 が 上 昇 し た（ 資 料 Ⅱ － Ⅱ － ２ ）。直 近 の 平

成 25 年 度（ 26 年 ）、平 成 26 年 度（ 27 年 ）、平 成 27 年 度（ 28 年 ）の 歯 科 医

師 国 家 試 験 で は 、全 国 29 歯 科 大 学 中 、２ 位 、３ 位 、７ 位 の 合 格 率 を 得 て い

る （ 資 料 Ⅱ － Ⅱ － ３ ）。  

２ ）【 Student Clinician Research Program の 授 賞 】  歯 学 部 生 の Student 

Clinician Research Program 国 内 予 選 会 に 毎 年 参 加 し 、 平 成 25 年 度 は 全

国 優 勝 の 栄 誉 に 輝 い た （ 別 添 資 料 ７ ）。  
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資 料 Ⅱ － Ⅱ － ２ ： 国 家 試 験 対 策 部 会 活 動 報 告 書  

国 家 試 験 対 策 部 会 議 事 要 旨 （ 抜 粋 ）  

平 成 28年 １ 月 22日 （ 金 ） 開 催  

報 告 事 項  

１ ） 前 回 の 会 議 か ら こ れ ま で の 活 動 報 告  

 （ ６ 年 生 ）  

 ・ 12月 12-13日  公 開 模 試 （ DES３ 回 目 ）  

 ・ 12月 26-27日  公 開 模 試 （ 麻 布 ３ 回 目 ）  

 ・ １ 月 ６ 日  国 試 壮 行 会  

 個 人 面 談  

 （ ５ 年 生 ）  

 ・ １ 月 13日  国 試 対 策 部 会 説 明 会 ・ preテ ス ト  

  以 上 の 実 施 、 ま た 国 試 壮 行 会 に て 窪 木 学 部 長 か ら の 激 励 と 合 格 鉛 筆 の 配 布 を 行 っ た こ

と が 報 告 さ れ た 。  

２ ） 公 開 模 試 成 績 に つ い て  

 ・ 順 位 変 遷  （ 資 料 １ ）  

 ・ 麻 布 ３ 回 目  年 度 別 比 較 （ 資 料 ２ ）  

  資 料 に 基 づ き 試 験 結 果 が 説 明 さ れ 、麻 布 ３ 回 目 に て 全 国 順 位 2,000位 以 上 の 学 生 が 昨 年

よ り 多 か っ た こ と 、 ま た こ の 結 果 を も と に 成 績 不 良 者 数 名 の 個 人 面 談 を 行 い 、 現 状 把 握

と 激 励 を 行 っ た こ と が 報 告 さ れ た 。  

３ ） 歯 学 の 復 習 preテ ス ト 結 果 に つ い て （ 資 料 ３ ）  

  資 料 に 基 づ き 試 験 結 果 が 説 明 さ れ 、 得 点 率 50％ 未 満 の 学 生 が 昨 年 度 よ り 減 少 し た こ と

が 報 告 さ れ た 。  

４ ） 前 回 会 議 に お け る 「 総 合 歯 科 医 学 （ 旧  歯 学 の 復 習 ）」 の 訂 正 に つ い て  

  前 回 会 議 に て 報 告 し た 「 総 合 歯 科 医 学 （ 旧  歯 学 の 復 習 ）」 が 国 試 対 策 部 会 か ら CBT部

会 の 担 当 科 目 に 変 更 に な っ た こ と が 報 告 さ れ た 。  

  そ し て ， 歯 学 の ま と め ま で の 臨 床 実 習 期 間 一 診 中 に 国 試 対 策 部 会 が 関 わ る 科 目 が な く

な る こ と か ら 、 臨 床 実 習 期 間 中 に 新 た な 授 業 科 目 で あ る 総 合 歯 学 演 習 （ 旧  歯 学 の ま と

め ） を 開 講 す る こ と が 報 告 さ れ た 。  

５ ） 平 成 28年 度  総 合 歯 学 演 習  実 施 計 画 に つ い て （ 資 料 ４ ）  

  資 料 に 基 づ き 新 規 開 講 で あ る 総 合 歯 学 演 習 の 実 施 計 画 が 報 告 さ れ た 。  

 今 ま で 臨 床 実 習 期 間 中 に 行 っ て い た 歯 学 の 復 習 で は 、 教 科 書 と し て 「 ラ ス パ 」 を 使 用 し

講 義 と ま た 試 験 に お け る 作 問 を 行 っ て い た が 、 総 合 歯 学 演 習 で は ど の よ う な 教 科 書 を 使

用 す る か 、 ま た 試 験 に お け る 作 問 は ど の よ う な 形 式 で 行 う か を 年 度 内 に 一 度 部 会 を 開 催

し 決 定 す る こ と と し た 。  

６ ） そ の 他  

  そ の 他 と し て 、歯 学 の 復 習 preテ ス ト の 結 果 を も と に 現 臨 床 実 習 生 全 員 の 面 談 を 行 っ て

い く こ と が 報 告 さ れ た 。  

（ 出 典 ： 歯 学 部 国 家 試 験 対 策 部 会 議 事 要 旨 ）  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － ３ ： 歯 科 医 師 国 家 試 験 合 格 率  

実  施  年  度  合 格 率 （ ％ ）  歯 学 部 合 格 率 の 全 国 順 位
全 国 平 均 合 格 率

（ ％ ）  

平 成 22年 度  85.5  ７ 位 （ 29校 中 ）  71.0  

平 成 23年 度  76.5  1 5位 （ 29校 中 ）  71.1  

平 成 24年 度  83.8  ８ 位 （ 29校 中 ）  71.2  

平 成 25年 度  86.6  ２ 位 （ 29校 中 ）  63.3  

平 成 26年 度  80.0  ３ 位 （ 29校 中 ）  63.8  

平 成 27年 度  78.5  ７ 位 （ 29校 中 ）  63.6  

（ 出 典 ： 厚 生 労 働 省 歯 科 医 師 国 家 試 験 成 績 報 告 ）  
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３  学 業 の 成 果 の 達 成 度 や 満 足 度 に 関 す る 学 生 ア ン ケ ー ト 等 の 調 査 結 果 と そ の

分 析 結 果  

１ ）【 学 生 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 】 学 生 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 評 点 は 、第 １ 期

終 了 時 よ り も 大 幅 に 改 善 し た 。 ま た 、 第 ２ 期 に お い て は 、 常 に 歯 学 部 の 学

生 授 業 評 価 は 他 学 部 の 平 均 を 上 回 っ て い る（ 資 料 Ⅱ － Ⅱ － ４ ）。オ ム ニ バ ス

形 式 の 共 通 科 目 で は 、 授 業 別 に 評 価 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 評 価 を 行 っ た 。  

２ ）【 学 生 と の 意 見 交 換 会 】 学 生 生 活 委 員 会 で は 、各 学 年 の 代 表 学 生 と の 意

見 交 換 を 行 い 、 勉 学 環 境 を 含 め 、 改 善 に 努 め て い る （ 資 料 Ⅱ － Ⅱ － ５ ）。  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － ４ ： 学 生 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト  

平 成 26年 度 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 分 析  

 

平 均 評 点 ３ 未 満 の 講 義 数  

 歯 学 部 に お い て 平 均 評 点 ３ 未 満 の 講 義 数 は 皆 無 で あ っ た 。講 義 を 担 当 す る 教 員 の 教 授 法

改 善 の 結 果 と 考 え ら れ る 。 今 後 も こ れ を 継 続 す べ く 一 層 努 力 し た い 。  

（ 出 典 ： 平 成 26年 度 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 分 析 ）  

 

平 成 26授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ 抜 粋 ）  

   【  専 門 教 育 科 目 の 平 均 値  】  

質 問 項 目  Q２  Q３  平 均 ４ 以 上 の 講 義 数 割 合 平 均 ３ 未 満 の 講 義 数 割 合

歯 学 部  4.32  4.3 2  94. 9％  0.0％  

大 学 全 体  4.13  4.1 6  78. 0％  0.3％  

Q２ ： こ の 授 業 に あ な た は 予 習 ・ 復 習 を 行 う な ど し て 意 欲 的 に 取 り 組 み ま し た か 。  

Q３ ： こ の 授 業 全 体 に 対 す る あ な た の 評 価 （ 満 足 度 ） を 教 え て く だ さ い 。  

（ 出 典 ： 平 成 26年 度 後 期 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 ）  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － ５ ： 学 生 生 活 委 員 会 と 学 生 と の 意 見 交 換 会 資 料  

平 成 27年 度 歯 学 部 学 生 生 活 委 員 会 主 催 「 学 生 ・ 教 職 員 の 懇 談 会 」  

                                                       

１ ． 日 時  平 成 27年 12月 16日  

２ ． 場 所  歯 学 部 第 ２ 会 議 室  

３ ． 議 題  

   ・ 自 己 紹 介  

   ・ 学 生 か ら の 意 見 ・ 要 望  

   ・ 教 員 ・ 担 当 事 務 か ら の 意 見 ・ 要 望  

 

参 加 者 ： 歯 学 部 学 生  各 学 年 代 表 ２ 人 、 校 友 会 会 長 、 課 外 活 動 代 表  

    歯 学 部 学 生 生 活 委 員 （ 含 歯 学 部 長 ）  

    教 務 グ ル ー プ 歯 学 部 担 当  

（ 出 典 ： 歯 学 部 学 生 生 活 委 員 会  教 務 グ ル ー プ 歯 学 部 担 当 ）  

 

 

(水 準 ) 期 待 さ れ る 水 準 を 上 回 る  

(判 断 理 由 ) 

学 部 学 生 が 歯 学 教 育 に 持 つ 印 象 は す こ ぶ る よ い 。 全 学 レ ベ ル で 行 わ れ て い る

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト に お い て も 、他 学 部 と 比 較 し て 優 れ た 結 果 が 得 ら れ て い る 。

ま た 、 Student Clinician Research Program 全 国 大 会 優 勝 に 見 ら れ る よ う に 、

リ サ ー チ マ イ ン ド を 持 つ 学 生 を 養 成 で き て い る 。 臨 床 志 向 の 学 生 に と っ て も 、

診 療 参 加 型 臨 床 実 習 の 充 実 は 教 育 に 対 す る 満 足 度 を 上 げ 、 さ ら に は 歯 科 医 師 国

家 試 験 の 高 合 格 率 に も 繋 が っ て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、 期 待 さ れ る 水 準 を 上 回 っ て い る と 判 断 し た 。  
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観点 進路・就職の状況 

(観 点 に 係 る 状 況 ) 

１  進 路 ・ 就 職 状 況 、 そ の 他 の 状 況 か ら 判 断 さ れ る 在 学 中 の 学 業 の 成 果 の 状 況  

１ ）【 卒 後 臨 床 研 修 状 況 】  平 成 17 年 度 卒 業 生 か ら 卒 後 臨 床 研 修 が 必 修 化 さ

れ た （ 資 料 Ⅱ － Ⅰ － 31： p7-20）。 卒 業 生 の ６ 割 は 岡 山 大 学 病 院 に お い て 、

４ 割 は そ の 他 の 病 院 に お い て 卒 後 研 修 を 行 っ て い る （ 資 料 Ⅱ － Ⅱ － ６ ）。  

２ ）【 卒 後 臨 床 研 修 マ ッ チ ン グ 状 況 】 卒 後 臨 床 研 修 の 説 明 会 を 年 数 回 開 催 し

て い る 。 そ の 結 果 、 岡 山 大 学 病 院 卒 後 臨 床 研 修 制 度 マ ッ チ ン グ 率 は 100％

を 維 持 し て お り 、 中 国 四 国 地 区 で は ト ッ プ で あ る 。  

３ ）【 大 学 院 へ の 進 学 状 況 】  歯 学 系 大 学 院 の 責 任 定 員 （ 32 名 ） を 毎 年 ほ ぼ

充 足 し て お り （ 歯 学 系 定 員 32 名 の と こ ろ 、 平 成 25 年 度 が 37 名 、 平 成 26

年 度 が 42 名 、 平 成 27 年 度 が 31 名 ）、 中 国 四 国 地 区 ト ッ プ の 充 足 で あ る 。

そ の う ち 、 本 学 卒 業 生 の 割 合 が 半 数 以 上 を 占 め て お り 、 学 部 か ら 大 学 院 へ

の キ ャ リ ア パ ス が 学 生 の ニ ー ズ に 合 致 し た 証 左 と 思 わ れ る （ 資 料 Ⅱ － Ⅱ －

７ ）。  

４ ）【 就 職 状 況 】 卒 業 生 は 、ほ ぼ 例 外 な く 歯 科 医 師 と な り 、最 終 的 に 歯 科 医

院 を 開 業 す る 者 が 多 い 。 一 方 、 大 学 教 員 、 研 究 所 勤 務 、 病 院 勤 務 、 中 央 省

庁 や 地 方 の 保 健 関 係 の 職 業 に 就 く 者 も あ り 、 そ の 進 路 は 多 岐 に 渡 る 。  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － ６ ： 岡 山 大 学 歯 学 部 卒 業 生 の 卒 後 研 修 マ ッ チ ン グ 結 果  
 

年    度  岡 山 大 学 病 院 で 研 修 他 の 病 院 で 研 修  計  

平 成 22年 度  28 人  22 人  50 人  

平 成 23年 度  32 人  14 人  46 人  

平 成 24年 度  29 人  23 人  52 人  

平 成 25年 度  37 人  14 人  51 人  

平 成 26年 度  29 人  15 人  44 人  

平 成 27年 度  28 人  16 人  44 人  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  

 

資 料 Ⅱ － Ⅱ － ７ ： 岡 山 大 学 歯 学 部 卒 業 生 の 大 学 院 進 学 状 況  
 

卒 業 年 度  卒 業 者 数  岡 山 大 学 大 学 院  

医 歯 薬 学 総 合 研 究 科  

他 大 学 医 療 系  

大 学 院  

他 分 野 大 学 院

平 成 22年 度     6 0  人  入 学 年 度  

平 成 23年 度  

０   人

（ 11）  

      ０    人      ０   人

平 成 23年 度  58  

 

入 学 年 度  

平 成 24年 度  

１  

（ 27）  

０  ０  

平 成 24年 度  64  入 学 年 度  

平 成 25年 度  

０  

（ 19）  

０  ０  

平 成 25年 度  56  入 学 年 度  

平 成 26年 度  

０  

（ 15）  

０  ０  

平 成 26年 度  49  入 学 年 度  

平 成 27年 度  

１  

（ 27）  

０  ０  

平 成 27年 度  54  入 学 年 度  

平 成 28年 度  

０  

（ 19）  

０  ０  

（  ） 内 は 岡 山 大 学 卒 業 者 で 平 成 23～ 28年 度 に 大 学 院 歯 学 系 に 入 学 し た 者 の 数 で あ る 。  

（ 出 典 ： 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 等 事 務 部 資 料 ）  
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２  在 学 中 の 学 業 の 成 果 に 関 す る 卒 業 予 定 者 及 び 進 路 先 ・ 就 職 先 等 の 関 係 者 へ

の 意 見 聴 取 等 の 結 果 と そ の 分 析 結 果  

１ ）【 卒 業 予 定 者 に よ る 評 価 】 学 部 教 育 に 満 足 し て い る と 答 え た 者 は 、平 成

25 年 度 が 74.5％ 、平 成 26 年 度 が 94.6％ に 達 し て い た 。以 上 よ り 、学 生 の

立 場 に 立 っ た 歯 学 教 育 が な さ れ て い る と 考 え ら れ た （ 別 添 資 料 ８ ）。  

２ ）【 就 職 先 の 関 係 者 か ら の 評 価 】 卒 業 生 の 雇 用 主 の ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る

と 、「 指 示 に 対 す る 理 解 力 」、「 職 務 の 遂 行 能 力 」 に 関 し て 肯 定 的 な 意 見 が

100％ を 占 め た 。 ま た 、「 社 会 的 常 識 を 持 ち 、 健 全 な 人 間 関 係 を 築 く こ と が

で き る（ 社 会 的 常 識 ）」、「 自 分 の 意 思 を 伝 え ら れ る 」と い う 点 で も 肯 定 的 な

意 見 が 100％ を 占 め た （ 別 添 資 料 ９ ）。  

３ ）【 歯 科 医 師 会 な ど の 評 価 】 岡 山 県 歯 科 医 師 会 や 岡 山 県 歯 科 衛 生 士 会 に よ

る 外 部 評 価 で も 、 両 組 織 共 に ５ 点 満 点 で ほ ぼ ４ 点 の よ い 評 価 を 得 た （ 別 添

資 料 10）。  

 

 

 

(水 準 ) 期 待 さ れ る 水 準 を 上 回 る  

(判 断 理 由 ) 

岡 山 大 学 歯 学 部 の 教 育 に 対 す る 卒 業 予 定 者 か ら の 評 価 は 高 く 、 就 職 先 の 雇 用

主 か ら の 評 価 も 高 い 。ま た 、研 修 医 の マ ッ チ ン グ 状 況 も ほ ぼ 100％ を 継 続 し て お

り 、大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 の 定 員 充 足 率 も 例 年 ほ ぼ 100％ を 超 え て い る 。卒

業 後 の 進 路 も 多 様 で 、 開 業 歯 科 医 と し て だ け で な く 、 大 学 の 教 育 研 究 者 、 保 健

行 政 官 、 中 央 省 庁 の 官 僚 等 、 多 方 面 で 活 躍 し て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、 卒 業 生 並 び に 社 会 か ら 期 待 さ れ る 水 準 を 上 回 っ て い る と 判

断 し た 。
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

（ １ ） 分 析 項 目 Ⅰ  教 育 活 動 の 状 況  

 

【 外 部 評 価 を 利 用 し た 教 育 方 法 改 善 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、歯 学 部 教 務 委 員 会 に 専 門 部 会 を お き 、CBT、OSCE の 試 験 結 果 の 分

析 と そ れ に よ る 成 績 判 定 の 基 準 の 明 確 化 （ 60 点 ） を 行 っ て き た 。  

第 ２ 期 で は 、 CBT の 合 格 点 を ５ 点 引 き 上 げ 65 点 と し 、 臨 床 実 習 生 の 質 の 担 保

を 強 化 し た 。 文 部 科 学 省 が 主 導 す る 「 歯 学 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に 関 す る 調 査 研 究

協 力 者 会 議 」 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 で は 良 好 な 評 価 を 得 た 。 分 野 別 認 証 評 価 に

積 極 的 に 関 与 す る の み な ら ず 、米 国 の 認 証 基 準 で あ る CODA の 審 査 委 員 を 招 聘 し

国 際 外 部 評 価 を 実 施 す る な ど 、 教 育 方 法 改 善 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

こ の よ う に 、 第 ２ 期 に お け る 外 部 評 価 を 利 用 し た 教 育 方 法 改 善 は 、 第 １ 期 よ

り も 、 改 善 、 向 上 し た 。  

 

【 学 部 教 育 の 国 際 化 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、 ODAPUS は 岡 山 大 学 歯 学 部 生 が 海 外 の 歯 学 部 に 派 遣 さ れ る 一 方 向

の プ ロ グ ラ ム で あ っ た 。  

第 ２ 期 で は 、 海 外 協 定 校 か ら も 学 生 を 受 け 入 れ る 双 方 向 プ ロ グ ラ ム へ と 発 展

し た 。 海 外 一 流 校 と の 交 流 協 定 数 も 激 増 し て い る 。 本 プ ロ グ ラ ム は 、 日 本 学 生

支 援 機 構 の 海 外 留 学 支 援 制 度 に 採 択 さ れ て い る 。 ま た 、 学 生 短 期 受 入 れ に つ い

て は 、 大 学 機 能 強 化 戦 略 経 費 の 採 択 を 得 て 精 力 的 に 進 め て い る 。 学 生 が 主 体 的

に 行 う 受 入 れ 学 生 と の 交 流 会 、 英 語 に よ る 授 業 シ リ ー ズ 、 病 棟 や 手 術 室 、 外 来

の 見 学 実 習 な ど 、交 流 内 容 も 充 実 し て い る 。教 員 レ ベ ル の 交 流 も 、JST さ く ら サ

イ エ ン ス プ ラ ン の 採 択 を 得 て 、 積 極 的 に 進 め ら れ て い る 。 ま た 、 ベ ト ナ ム ・ ハ

イ フ ォ ン 医 薬 大 学 に 国 際 歯 科 セ ン タ ー を 共 同 で 設 立 し 、 ベ ト ナ ム に お け る 医 療

支 援 、 日 本 人 歯 学 生 の 滞 在 支 援 、 ベ ト ナ ム 歯 学 生 の 教 育 支 援 の 拠 点 と し て 機 能

し て い る 。  

こ の よ う に 、 第 ２ 期 に お け る 学 部 教 育 の 国 際 化 は 、 第 1 期 よ り も 、 大 き く 改

善 、 向 上 し た 。  

 

【 超 高 齢 社 会 へ の 対 応 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、 精 神 心 理 学 的 問 題 に 焦 点 を あ て 、 全 人 的 歯 科 医 療 教 育 に 取 り 組

ん で き た 。  

第 ２ 期 で は 、 医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 、 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム 教 育 を 取

り 入 れ る 一 方 、 時 代 の ニ ー ズ に 促 し た 医 療 訴 訟 や 法 歯 学 、 死 生 学 な ど の 授 業 を

オ ム ニ バ ス 形 式 で 提 供 し て い る 。特 筆 す べ き は 、平 成 26 年 度 文 部 科 学 省 課 題 解

決 型 高 度 医 療 人 材 養 成 プ ロ グ ラ ム の 拠 点 校 に 歯 科 医 師 養 成 校 と し て 全 国 ２ 校 の

一 つ に 選 ば れ た こ と で あ る 。 超 高 齢 社 会 に 歯 科 医 学 教 育 を 適 応 さ せ る こ と は 直

近 の 大 き な 課 題 で あ り 、 全 国 の 歯 科 大 学 （ 10 校 ） を 率 い て こ れ を 実 質 化 す る 試

み は 歯 科 医 学 教 育 に お い て 近 年 な い イ ン パ ク ト を 与 え て い る 。  

こ の よ う に 、 第 ２ 期 に お け る 超 高 齢 社 会 へ の 対 応 は 、 第 １ 期 よ り も 、 大 き く

改 善 、 向 上 し た 。  

 

【 臨 床 実 習 教 育 の 充 実 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、 ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ に 基 づ く 診 療 参 加 型 臨 床 実 習 を 確 立

し 、 超 急 性 期 病 院 で あ る 岡 山 大 学 病 院 歯 科 に お け る 臨 床 実 習 に 加 え 、 学 外 臨 床

教 授 等 を 利 用 し た 学 外 見 学 実 習 を 行 っ て き た 。  

第 ２ 期 で は 、 在 宅 介 護 現 場 を 利 用 し た 学 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実 習 や 医 科 歯 科

連 携 ・ 多 職 種 連 携 実 習 を 取 り 入 れ た 。 診 療 参 加 型 臨 床 実 習 の 客 観 的 評 価 ツ ー ル
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と し て 電 子 ロ グ ブ ッ ク の 開 発 を 行 っ た 。 最 近 で は 、 臨 床 実 習 に 関 与 す る 教 員 の

資 格 認 定 制 度 、 臨 床 実 習 に 参 画 頂 く 患 者 の 同 意 取 得 が 実 施 さ れ て い る 。  

こ の よ う に 、 第 ２ 期 に お け る 臨 床 実 習 教 育 の 充 実 に 向 け た 取 組 は 、 第 1 期 よ

り も 質 量 と も に 、 改 善 、 向 上 し た 。  

 

 

（ ２ ） 分 析 項 目 Ⅱ  教 育 成 果 の 状 況  

【 歯 科 医 師 国 家 試 験 合 格 率 と 学 生 指 導 体 制 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、 歯 科 医 師 国 家 試 験 合 格 率 の 向 上 を 目 指 し 、 歯 学 部 教 務 委 員 会 に

国 家 試 験 対 策 部 会 を 設 置 し 、 全 分 野 か ら の 協 力 の 下 そ の 対 策 を 開 始 し た 。  

第 ２ 期 で は 、 ５ 年 生 の 第 ４ 期 か ら 歯 学 の 総 合 的 な 学 習 を 促 す 授 業 を 新 規 に 実

施 し た 。 ま た 、 国 家 試 験 対 策 部 会 に よ る 学 生 へ の 面 談 を 実 施 し 、 生 活 指 導 を 開

始 し た 。 そ の 結 果 、 直 近 の 平 成 25 年 度 、 26 年 度 、 27 年 度 の 歯 科 医 師 国 家 試 験

で は 、 全 国 歯 学 部 の 平 均 合 格 率 が 急 激 に 低 下 す る 中 、 29 歯 科 大 学 中 、 ２ 位 、 ３

位 、 ７ 位 の 高 い 合 格 率 を 得 た 。  

し た が っ て 、 学 生 の 指 導 体 制 と い う 面 で は 、 第 １ 期 の 水 準 よ り も 、 改 善 、 向

上 し た 。  

 

【 大 学 院 へ の キ ャ リ ア パ ス 】 に つ い て  

第 １ 期 で は 、臨 床 研 修 医 制 度 が 実 施 さ れ た こ と に 伴 い 、平 成 18 年 前 後 に 研 修

医 シ ョ ッ ク と 呼 ば れ る 大 学 院 入 学 生 の 落 ち 込 み が 生 じ た 。 こ れ に 対 応 す べ く 、

大 学 院 の 臨 床 専 門 医 コ ー ス を 開 設 し た 。  

第 ２ 期 で は 、 後 期 研 修 医 に な り な が ら 大 学 院 臨 床 専 門 医 コ ー ス に 入 学 で き る

制 度 を 開 始 し て 、 歯 学 部 か ら 、 研 修 医 、 大 学 院 臨 床 専 門 医 コ ー ス に 至 る キ ャ リ

ア パ ス を 強 化 し た 。 そ の 結 果 、 研 修 医 の マ ッ チ ン グ 率 、 歯 学 系 大 学 院 の 充 足 率

は 共 に 100％ 程 度 と 高 値 で 維 持 さ れ て い る 。こ れ は 、中 国 四 国 地 区 の 国 立 大 学 歯

学 部 の 中 で は ト ッ プ の 入 学 者 数 で あ る 。  

し た が っ て 、 大 学 院 へ の キ ャ リ ア パ ス を 確 立 し た と い う 点 か ら 、 第 １ 期 の 水

準 よ り も 、 改 善 、 向 上 し た 。  


